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○審査事件等 

付  託  事  件  名 所 管 課 

議案第１６２号 薩摩川内市簡易水道事業及び飲料水供給事業条例の一部を改正する条

例の制定について 

議案第１６３号 薩摩川内市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１８５号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算） 

議案第１８６号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計

歳入歳出決算） 

議案第１９９号 剰余金処分及び決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市水道事

業剰余金処分及び平成２６年度薩摩川内市水道事業会計決算） 

議案第１８４号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

水 道 管 理 課 

上 水 道 課 

議案第１８７号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算） 

議案第１８８号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算） 

議案第１８９号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算） 

議案第１９０号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市浄化槽事業特別会計歳

入歳出決算） 

議案第１８４号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

下 水 道 課 

議案第１８４号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

建 設 政 策 課 

建 設 整 備 課 

建 設 維 持 課 

議案第１９１号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画

整理事業特別会計歳入歳出決算） 

議案第１９２号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区

画整理事業特別会計歳入歳出決算） 

議案第１９４号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区

画整理事業清算事務特別会計歳入歳出決算） 

議案第１８４号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算） 

区 画 整 理 課 
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△開  会 

○委員長（宮里兼実）ただいまから、建設水道

委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査日程により審査を進めたいと思います。 

 また、本日は、おおむね建設維持課まで審査を

進めることにしたいと思いますが、進捗状況によ

って残りの箇所の審査を進めたいと思います。つ

いては、そのように審査を進めることで御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 ここで、本日からの審査に当たって、留意事項

を申し上げます。 

 まず、前回の委員会に引き続き、議案第

１６２号及び議案第１６３号の審査を行い、その

後、決算認定議案の審査を行うことにします。 

 また、所管事務調査は行いませんので、質疑を

される場合は、これらの議案に関連したものとな

るよう御留意ください。 

 また、決算認定議案については、各課の審査の

冒頭に、部局長から決算の概要と主要施策の成果

の概要説明を受けた後、課長などから決算内容の

説明を受けることとしておりますので、よろしく

お願いします。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

 現在のところ傍聴の申し出はありませんが、会

議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長に

おいて随時許可します。 

────────────── 

△水道管理課・上水道課の審査 

○委員長（宮里兼実）それでは、水道管理課及

び上水道課の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第１６２号─議案第１６３号 

○委員長（宮里兼実）まず、審査を一時中止し

ておりました議案第１６２号薩摩川内市簡易水道

事業及び飲料水供給事業条例の一部を改正する条

例の制定について及び議案第１６３号薩摩川内市

水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定に

ついての議案２件を一括議題とします。 

 これらの議案２件について、前回の委員会にお

いて関連する資料の提出を求めておりますので、

まず、この資料の説明を当局に求めます。 

○水道局長（落合正浩）おはようございます。

本日は、決算委員会の貴重な時間をいただきまし

て、前回に引き続き説明させていただきます。ま

ことに申しわけなく、また、ありがとうございま

す。 

 今回の料金改定につきましては、その理由とし

て、まず、災害に強いライフラインとするべく、

重要な施設の耐震化と老朽管の更新が待ったなし

であること、そして、今後、使用水量の減少から、

給水収入、収益は減少傾向にあること、そして、

将来にわたって安全で安心な水を常に安定的に供

給していく必要があることから、今回の改定をお

願いすることとしたものであります。 

 資料として、今後１０年間の事業計画をお示し

しながら、これをしておりますが、これを先送り

することは、後年度への大きな負担となるととも

に、水道リスクが増大することとなります。 

 今回の料金改定につきましては、上下水道事業

運営審議会に諮り、平成２６年度から平成２７年

度にかけまして、計４回御審議をいただきました。

そして、料金改定が必要であると認めていただい

たところでございます。 

 これまで現行料金のまま、このままの料金のま

までは、各地の施設整備、維持管理に努めていき

ますけれど、このままでは来年度には赤字転落す

ることが予想されているところでございます。 

 繰り返しになりますが、将来にわたって安全で

安心な水を常に安定的に供給していくための改定

でございますので、どうか、そこのところは御理

解いただきたいと思います。 

 詳細につきましては、課長に説明させますので、

よろしくお願いいたします。 

○水道管理課長（元石功一）おはようございま

す。 

 それでは、提出いたしました建設水道委員会資

料について御説明をいたします。 

 １番の、「まずはじめに」というところでござ

いますが、本市水道事業は、市町村合併以降、こ

れまで合併による料金格差の是正や消費税率の改

正を除いては、現行料金を維持する中で健全経営

を進めてまいりました。 

 しかしながら、今後は、これまで発生した大規

模地震災害を教訓として、水道管や施設の耐震対

策あるいは更新に集中的に取り組まなければなら

ないことになります。 
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 安全・安心な水を常に安定してお届けできる事

業経営を行い、次世代に引き継ぐために必要とな

る財源を確保するため、今回、水道料金の改定を

お願いするものでございます。 

 ２番目の水道料金の改定の背景でございますが、

上から５行目あたりになります。 

 今後、料金収入が減少傾向にある一方で、施設

整備の多くは合併前に整備され、老朽化による大

量更新期を迎えていること、東日本大震災を契機

に、より一層、災害に強い施設のあり方が問われ

ていること等から、計画的な施設の更新・耐震化

と必要な財源を確保することが喫緊の課題となっ

ているところでございます。 

 また、特に、耐震化におきましては、平成

２５年度末で基幹管路耐震適合率、本市につきま

しては６.３％と全国平均３４.８％を大きく下回

っており、対応を急ぐ必要がございます。 

 これらの課題を解決するため、平成２８年度に

最終年度を迎える現行水道ビジョンにかかわる実

績を精査し、その後継計画として１０カ年、

７５億円の水道施設事業計画を作成したところで

ございます。 

 この計画に登載した事業を着実に実施し、安定

供給を継続するため、今回、料金改定を行い、経

営の安定化を図ろうとするものでございます。 

 また、国庫補助事業の関係がございますが、耐

震化におきましては、国のほうで国庫補助事業を

進めております。本市におきましては、この国庫

補助事業を採択するためには、やはり条件がござ

いますので、現在この採択基準について、日本水

道協会のほうで採択基準の緩和ということで行動

を行っているところでございます。 

 本市がそれに合致すれば、今後、積極的に活用

しながら、耐震化を進めていくこととしておりま

す。 

 次の３番目になります、経営健全化に向けた取

り組みでございます。 

 合併後、水道事業、どういうふうな経営健全化

をしてきたかということでお示ししてございます。 

 まず、１番目として、組織の見直し、これは平

成１９年度に行いました。各支所、水道局の職員

がおりましたが、本土地域の業務を集約すること

により、一極に集約をいたしました。その結果、

職員数２５人から２１人へ、４人の職員の削減を

したところでございます。 

 また、２番目として、企業債の繰上償還をいた

しました。これも、総務省が３年間の時限立法と

いうことで法律ができまして、年利５％以上の高

利の企業債について繰上償還あるいは低利の企業

債に借りかえることができるようになりました。 

 これにつきましては、やはり総務省の財政健全

化の計画を策定し、これが認められた場合に採択

をされるといったことで、本市におきましても、

そういった計画を策定し、総務省からの承認を得

て、総額２１億９,６００万円を率の低い企業債に

借りかえ、あるいは繰上償還をしてきたところで

す。 

 その結果、最終年度、平成３３年度になります

が、約５億６,６００万円ほどの利子の軽減をして

きたところです。 

 次の３番目になります。水道事業の統合という

ことで、平成２３年度に行いました。 

 合併後、４水道事業がございました。川内、樋

脇、東郷、入来。これを１水道事業に事業統合す

ることにより、これまで経営規模が小さく、施設

整備がなかなか進んでいなかった地域に、計画的

に集中投資が可能となり、安定供給が図られたと

いうふうに考えております。 

 樋脇地域につきましては、中央水源がございま

すが、そこにクリプトの予防として、紫外線照射

設備を設置をした。 

 東郷につきましては、藤川が大きな水源を持っ

ておりますが、藤川から斧渕まで一方通行のそう

いった配管になっております。これを、市道斧渕

中央線が開通したことにより、そこにバイパス管

を設置いたしました。事故が起きても、そのバイ

パス管を通って、斧渕まで水を給水できると、そ

ういったことと、それから東郷地区の高台地区に

おける水圧不足の解消、そういった事業に取り組

んでまいりました。 

 また、入来地域につきましては、大きな水源、

盛水水源がございますが、ここもクリプトの予防

といったことで、水源地の改修、それと紫外線照

射設備を設置をしたところです。 

 これは、一つの事業にまとめたことで、財布が

一つになったといったことで、そういった集中投

資ができたということでございます。 

 次に、４番目として、水道料金の統一を行いま

した。これも平成２３年度になります。 

 合併後、１市４町４村それぞれ水道料金がござ
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いました。これを料金格差の是正あるいは一体感

の醸成といったことを目的に平準化をし、料金を

統一をいたしました。 

 ５番目として、簡易水道の事業統合、これは、

来年４月になりますが、本土の簡易水道を上水道

へ、甑島地域を上島、下島、それぞれ１簡易水道

に統合することにより、維持管理の効率化あるい

は組織及び職員数の見直しを行う予定でございま

す。 

 また、簡易水道におきましては、そういった事

業統合の計画を策定し、厚労省の認可を受ければ、

今まで国庫補助事業を採択されておりましたが、

継続して、そういった国庫補助事業を受けられる

といったことで、本市もそういった事業計画が厚

労省から認可されて、総額約１６億円の簡易水道

の国庫補助事業をしたところでございます。うち

６億５,０００万円の補助金をいただいて、甑島地

域あるいは本土地域の簡易水道の整備に取り組ん

できたところでございます。 

 最後に、６番目として、窓口及び収納業務のア

ウトソーシングということで、これも平成２８年

４月からになりますが、下水道課を含む局内３課

の窓口業務等を集約し、これは今仮称でございま

すが、お客様センターを設置して利用者の利便性

を図ることとしております。 

 また、そういった、外部委託することにより、

組織の見直しあるいは職員数の見直しを行いなが

ら、人件費の削減を図る予定としております。 

 以上が、合併後、水道局が経営健全化のために

取り組んできたものでございます。 

 続きまして、４番目に、有収率についてでござ

います。 

 まず、（１）有収水量とはということで記載し

てございますが、配水池から水を送った水量が料

金にどの程度、どの水量であったかを示す比率で

ございますが、有収率については、水道事業の経

営に影響するため、これを高いレベルで維持する

ことが水道事業の責務だというふうに考えており

ます。 

 続きまして、２番目に、有収率向上に向けた取

り組み、どういったことをやっているかというこ

とで、まず、アとして１次側の漏水修理を市で負

担をしてきたということでございます。 

 この１次側というのは、公道に布設してありま

す配水管から宅内の水道メーターまでの給水管、

これを１次側と申します。 

 合併後、この漏水修理については、局の負担で

そういった漏水修理をしてまいりました。ここに

ついては、個人の財産ということもございました

が、有収率、そういったことを考慮しながら、市

の水道局でそれは費用を負担し、修繕をしてきた

ところでございます。 

 イとして、計画的な老朽管の更新、それから漏

水多発路線の配水管布設替え工事を実施してきた

ところでございます。 

 表に漏水修繕件数の推移がございますが、平成

２０年度が、本管の漏水修繕が３２１件ございま

した。毎年、減少傾向にはございますが、平成

２６年度、２４７件でございます。これが本管の

漏水でございます。 

 続きまして、３番目に有収率の目標、どの程度

を目標にしているかということでございますが、

本市の有収率９１.５は、県内１９市中、伊佐市が

９２.３、姶良市、同じく９２.３、鹿児島市、

９１.７に次ぐ第４位でございます。 

 平成２８年４月に、本土地域の簡易水道を統合

することにより、有収率が若干下がることが予想

されております。特に、有収率が低い川内地域の

簡易水道、それから祁答院地域の簡易水道の有収

率向上に取り組む必要がございます。 

 今後は、こういった、統合する簡易水道の有収

率を早急に改善し、現在の９１.５％以上を目標と

して取り組んでいきたいというふうに考えており

ます。 

 表に、有収率の推移ということでグラフがござ

います。一番上のグラフが水道事業のグラフでご

ざいます。真ん中が川内地域の簡易水道のグラフ

でございます。一番下が祁答院地域の簡易水道の

グラフでございます。 

 特に、祁答院地域におきましては、平成１９年

から平成２３年度までが７０％台でございました。

それが現在少しずつ改善され、平成２６年度末で

８１.３％でございます。水道事業と比べると

１０ポイント以上の開きがございます。 

 こういった簡易水道を統合することで、現在の

９１.５ポイントから約１ポイントぐらいは下がる

というふうに試算をしております。こういった統

合する簡易水道の、そういった有収率を上げるこ

とを目標にし、９１.５％以上を確保したいという

ふうに考えております。 
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 次に、５、維持管理経費の見込みでございます。 

 まず、（１）動力費になります。動力費の推移

を過去５年間を表にしてございます。 

 過去５年間の実績で、今後も平成２８年度、

５年間を推計をいたしました。平成２６年度の水

道事業と簡易水道事業の合計が８,４５１万

４,０００円になっております。このベースで推移

をしていくといったことで算定をいたしました。 

 次に、医薬品費になります。医薬品費も５年間

の、これは使用料になりますが、５年間の実績で

ございます。次亜塩素酸ソーダ、それからポリ塩

化アルミニウム、そういった薬品を購入しており

ましたが、それの５年間の推移でございます。 

 薬品の単価につきましては、過去ずっと推移を

見てみますと変動がないということで、そういっ

た考え方で５年間の計画をつくっております。 

 ちなみに、次亜塩素酸ソーダ、次亜ソなんです

が、１キログラム当たり４４円でございます。そ

れがずっとここ数年、その単価で推移をしている

というふうになります。 

 次に、修繕料でございます。修繕料につきまし

ては、先ほど件数の推移を説明いたしましたが、

これは本管の漏水修繕でございまして、宅内給水

管の、１次側のそういった漏水修繕は入っており

ません。 

 そういったものも含めまして、今後もやはり実

績ベースで推移するのではないかと、そういった

ことで５年間の修繕料の計画をしております。 

 次のページになりますが、修繕料の推移という

ことで、これは、平成２２年度からやはり５カ年

間の実績ベースでございます。水道と簡水、メー

ターというのがございますが、このメーターは、

８年が年限でございます。これを取りかえる、そ

ういった修繕。 

 本市におきましては、７年目で取りかえをして

おりますが、そういったメーターの修繕もあると。

それから当然、漏水の修繕、それからその中に材

料費というのもございます、漏水にかかわる材料

費。それから漏水で道路を掘り起こした後の舗装

復旧、これ、路面復旧費といいますが、これも含

んだやつで今後５年間の修繕料の見込みを出して

いるところでございます。 

 次に、その他になります。その他の主なもの、

これは通信運搬費、それから手数料でございます。 

 通信運搬費につきましては、収納業務等に係る

郵便料、納付書の送付、督促状の発送、停水予告

の通知、そういった郵便料でございます。 

 また、通信運搬費につきましては、遠方監視の

システムに係る回線使用料と、それが主なもので

ございます。これも過去の実績を見ながら、今後

の５年間の財政計画を立てたところでございます

が、大きな増減はないということで、財政計画を

つくっております。 

 表にしてございますが、水道事業と簡易水道事

業のそれぞれの年間の費用でございます。 

 次に、６番目として、水道事業の財政運営とい

うことで、若干説明をさせていただきます。 

 まず、左側に収益的収支予算というのがござい

ます。その中で、左側に収入として料金収入と、

それからその他の収入、それから支出としまして

人件費、それから維持管理費、それからその他の

経費、それに減価償却、資産減耗費（内部留保資

金）ということで色づけをしてありますが、これ

が、我々が今までいろいろ説明をしてきた内部留

保資金になる原資でございます。 

 それとあと、純利益ということになります。 

 続きまして、右側が資本的収支の予算の構成に

ついて御説明をします。 

 まず、収入でございますが、企業債、それから

負担金、それからその他の収入で、足らない分が

補填財源というふうに色づけをしてございます。 

 この補填財源が内部留保資金で補填されるとい

ったことで、左側の減価償却費、資産減耗費、こ

の内部留保資金で右側の足らない分を補填をして

いくと、これが水道事業の財政運営の仕組みでご

ざいます。 

 その補填財源の内訳ということで、５ページの

ほうに記載してございます。 

 まず、（１）として内部留保資金、この減価償

却費、資産減耗費になりますが、これも現年度分

と過年度分、２種類ございます。 

 まず、アとして、過年度内部留保資金、前年度

に発生した減価償却費、資金減耗費で、まだ財源

として支出をしていないもの、これが過年度内部

留保資金になります。 

 現年度内部留保資金は、これは当然、現年度に

発生する減価償却費、資産減耗費の合計になりま

す。これが現年度内部留保資金になります。 

 次に、（２）減債積立金になります。これは、

企業債の償還元金に充てる財源となります。 
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 これは、右側のページで純利益というふうに出

ておりますが、この純利益の積み立てが減債積立

金というふうになりますので、これは利益の積み

立て全てをこの減債積立金に積み立てをしている。

そして、翌年度の企業債の元金の償還に充てる財

源として補填をしていると、そういったことでご

ざいます。 

 参考で、まだ決算を審査していただいておりま

せんが、平成２６年度の決算の補填財源について、

図のほうで説明をさせていただきます。 

 まず、収益的収支の決算ですが、収入が料金等

収入、それからその他の収入。支出が人件費、維

持管理、その他。それと色づけをしてありますが、

減価償却、資産減耗費、これで平成２６年度の現

年度の内部留保資金として５億１,８３８万

１,０００円ございました。 

 あと、下が純利益１億１,８６２万円、これが先

ほど説明した、来年度の減債積立金に行って、企

業債の償還元金の財源補填というふうになります。 

 右側です。資本的収支決算になります。 

 収入で、企業債が１億２,２２０万円。それから

負担金収入が６,２９７万６,０００円。それから

投資償還金１億９,９７７万４,０００円でござい

ますが、水道局で２億円の国債を保有しておりま

した。これがちょうど償還満期で平成２６年度中

に元金が返ってまいりました。その元金がその投

資償還金になります。 

 で、足らない財源。この補填財源が５億

１３４万１,０００円補填をしなければならない。

それは右側の建設改良費と企業債償還金に充てる

財源といったことで－この５億１３４万

１,０００円をどういうふうに補填をしたかといっ

たことで、その下に補填財源というふうに記載し

てございます。 

 まず、（１）内部留保資金で補填をしました。

それも過年度の内部留保資金を充てましたという

ことで３億３,６５１万８,０００円、内部留保資

金、過年度分を充てました。現年度分は触ってお

りません、過年度分を充てたということで。 

 次に、減債積立金。これは純利益の積み立てで

すが、平成２６年度中１億３,０００万円を、これ

を財源として充てました。 

 それから、下に消費税、資本的収支調整額とご

ざいますが、これは、消費税が導入されて、新た

に財源となる消費税の財源でございますが、これ

が３,４８２万３,０００円、合計で５億１３４万

１,０００円を補填しましたといったことになりま

す。 

 で、下に表がございます。ことしの動きを表に

まとめてございます。 

 平成２５年度末、減債積立金、幾らあったかと、

１億３,５８８万２,０００円ございました。それ

から内部留保資金、これが５億６,４４５万

２,０００円ございました。これが平成２５年度末

になります。 

 で、平成２６年度中、どういうふうにこれが変

化したかということで、まず、減債積立金ですが、

１億３,０００万円補填しましたので、当然、その

分がなくなります。それと、平成２５年度の純利

益１億８４万４,０００円が加わります。結果、平

成２６年度末、１億６７２万６,０００円、減債積

立金の残高というふうになります。 

 次に、内部留保資金でございます。 

 まず、過年度分を３億３,６５１万８,０００円、

補填財源として使用しましたので、平成２６年度

末はこれが２億２,７９３万４,０００円、残高が

残っておりますということです。 

 それとまた、現年度分ですが、現年度分の発生

が５億１,８３８万１,０００円、現年度分がふえ

ました。しかしながら、ここに三角の７,８００万

円ほどしてありますが、これは、本年度、公営企

業会計の見直しがなされまして、その見直しの中

に、そういった、現年分でこれを補填しなさいと

いう、そういった、制度改正による補填が出てき

ましたので、その分を引きまして、平成２６年度

末に現年分が４億３,９８３万２,０００円残った

ということで、合計、内部留保資金が平成２６年

度末に６億６,７７６万６,０００円、減債積立金

が１億６７２万６,０００円、平成２６年度末に残

ったと。 

 で、これが平成２７年度になりますと、この金

額が、今この表の平成２５年度末のほうに移動し

ます。これが、平成２５年度末のここに移動して

平成２６年度末、そして平成２７年度の増減がど

うなって、平成２７年度末がどういうふうになる。

これがまた移動してということで、繰り返し、繰

り返し、こういうふうな財源補填を水道事業はし

ていくということになります。 

 で 、平成２６年度末、内部留保が６億

６,７００万円ほどございますが、これを翌年度の



－8－ 

 

建設改良あるいは企業債償還金に充てる財源とい

うふうになります。 

 また、自然災害、そういった突発する事故等に

備えるためにも、内部留保資金を水道事業として

は保有をしていないと対応はできないといったこ

とで、内部留保資金を保有しているところでござ

います。 

 次のページになります。６ページです。 

 現行料金でいった場合、どういうふうな水道事

業の経営になるかといったことで、平成２８年度

以降の経営の状況を示してございます。早速、平

成２８年度では、６,２９１万２,０００円の赤字

というふうに見込んでおります。平成２９年度か

ら平成３２年度までも、それぞれ赤字が出ます。

累積赤字が数億円というふうになる予定でござい

ます。 

 それから、最後の８番目として、給水原価と供

給単価の推移ということでお示しをしてあります。 

 これは、水１立米をつくるのに幾ら費用がかか

るかというのが、給水の原価でございます。１立

米当たりどの程度費用がかかるのかというのが原

価、それから単価というのは、お客様に１立米売

る単価が幾らと、その差額が利益になるというふ

うに簡単に考えていただければ結構かと思います。 

 平成１７年度は、原価が１立米当たり１４８円

４５銭でございました。これが、平成２６年度で

は１３８円７０銭、なぜこういうふうに下がって

きたのだろうかといったことをちょっと分析して

みますと、平成２１年度から１４０円になってお

ります。そして、平成２２年から１３０円でずう

っと推移をしてます。このころに、水道事業でや

ったこと、これは企業債の繰上償還をしたと。で、

毎年の利払いが少なくなってきたと。そういった

ことで、費用が落ちてきた。当然、原価も低くな

ってきたと。そういったことで、こういった原価

にあらわれているということで、今回、お示しを

したところです。 

 要は、今まで水道事業が取り組んできた経営改

善、そういった取り組みがこの原価にあらわれて

いるんではないのかなというふうに考えておりま

す。 

 また、給水単価になりますが、平成１７年度が

１４８円５７銭、平成２６年度も１４８円６０銭

というふうに余り変わりません。しかし、中身を

見ていただきますと、平成２３年から落ちてます。

平成２３年度が１４４円３５銭、それから平成

２４年度が１４４円７０銭、それから平成２５年

度が１４６円１銭、それで、平成２６年度が

１４８円にまた戻った。この３年間なぜ落ちたか

といいますと、平成２３年４月に料金の統一をい

たしました。そのときに、今までよりも上がる人

については、それぞれ緩和措置をしました。１年

目が４分の３緩和をしたといったことで、やはり

そういった単価も落ちたと。それから２年目が

２分の１軽減をしました。そして、３年目が４分

の１軽減をしました。で、平成２６年度が軽減な

しの水準になったということで、平成１７年度と

変わらない、そういった単価の基準になったとい

ったことで、これにつきましても、水道料金の統

一をしたことによって、こういった単価の動きも

見られるといったことになります。 

 以上が、給水原価と供給単価の説明でございま

す。 

 最後に、大きな用紙で、県内１９市の料金比較

表ということでお示ししてあります。これ、１カ

月の料金でございますが、料金改定をした後、薩

摩川内市は４番目、県内１９市中４番目の料金の

位置になるということでございます。 

 以上で、資料の説明を終わります。よろしくお

願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（大田黒 博）この議案第１６２号、

１６３号が継続になった経緯は、今その説明をさ

れたんですが、１点だけその運営審議会の経過と

いいますか、少し気になるところで、１８.４％の

アップ率、利益がある中でのアップ率をどういう

ふうに皆さん、審議されて答申されたのか、その

辺のその意見等含めて少し説明いただけないでし

ょうか。 

○水道管理課長（元石功一）審議会、４回ほど

開きまして、１８.４％の結論をいただきました。 

 その中で、委員の方々から意見をいただいてお

りますが、それを若干御紹介したいというふうに

思います。 

 まず、事業統合をする簡易水道のその借金をど

ういうふうにするのかと、そういった御質問がご

ざいました。で、それを水道事業で面倒見るのか

という、そういった趣旨の御発言だったと思いま
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すが。それについては、今までどおり、一般会計

からその企業債の償還の２分の１をいただきます

のでということで、御了解をいただきました。一

般会計から繰り入れをしてもらうと。全額、我々

水道事業が負担するものではございません。一般

会計から半分は補助をして、繰り入れをしてもら

うといったことで御了解をいただきました。 

 それから料金算定の期間、今は５年間で算定を

しておりますが、その５年を過ぎれば６年目から

また料金改定をするのかと、そういった御意見も

ございました。我々としては、３年、４年目にま

だ、これがどういうふうな状況になってるのか、

そういったことを見ながら、これが５年でなくて、

６年、７年、１０年、そういった、続くような、

そういった水道事業の経営をしていきますといっ

たことを、お話をしました。 

 それから、市の人口が減ってるんじゃないかと、

給水収益も大分落ちてくるんじゃないかという、

そういった御意見もございました。 

 で、まさに、年々微減といったことで落ちてお

りますが、これが急激に１０％落ちるとか、

２０％落ちるということは、我々は想定しており

ませんということ。それと、人口は減っているん

ですが、お客様の数がふえていると。年々少しず

つふえていると。これが、人口が減っているのに

お客様の数が年々ふえていると。そういったこと

で、急激にそういった収益の落ち込みというのは

考えられないということで御説明をしたところで

す。 

 また、料金を緩和するために、今１０トン刻み

で幾らということで設定をしておりますが、これ

を５トン刻みにすればまた安くなるんじゃないか

と、そういった御指摘もございました。 

 今、１０トン刻みを５トン刻みにして、料金を、

単価を安くするという発想なんですが、そうした

場合に、５トン刻みは安くなりますが、今度は、

６トンから１０トンまでの人が高くしないと全体

の水道料金に合わなくなってしまうといったこと

で、これについては、５トンまでの人は安くなる

かもしれないけど、６トンから１０トンまでの人

が今の単価よりも高くなりますよと、そういった

ことで、全体の収益を同じにするためには、そう

いったことで単価を上げないといけないといった

ことで説明し、御了解をいただいたところです。 

 それから、また、毎年７億５,０００万円の事業

をするんだけど、財源大丈夫なのかといった、そ

ういった御意見もございました。これにつきまし

ては、財政計画に基づいて、ちゃんと財源を補填

できるということで御説明いたしました。 

 そういった、いろいろ説明し、あと、事業計画

－今後、平成２８年度からこういった事業に力

を入れていきますということで－それはやらな

ければならないといった御意見をいただいて、

１８.４％、仕方がないと。仕方がないというか、

認めていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（大田黒 博）１８.４というパーセント

を審議員の皆さん方がどう捉えたかっちゅうこと

なんですよ、一つの大きなポイントは。祁答院は

簡易水道で、いろいろこうある中で、アップ率、

この率は、一高齢者にしたときに、四、五千円の

ところがやっぱり１,０００円上がるわけですよね。

その捉え方なんですよね。 

 それと、それを審議員の皆さん方がどう捉えた

かということと、今言われる、平成２８年度以降

の事業の計画等をもう少しこう、計画しているん

だというものが、繊細にこう出てきてほしかった

なと思うんですよね。そこの御指摘は、ただ、こ

んなして平成２８年度以降、ちゃんとしたその追

加で計画をやっていきますと、それにとどまった

のか、これだけアップするんなら、どういう計画

のもとでその水道事業をやっていくのかというも

のが見えなきゃいけないのかなと、１８.４％の説

明の中にですよ。そこを皆さん、どう捉えたのか

な。 

○水道管理課長（元石功一）前の議会資料の

６ページをちょっと開いてください。 

 改定後の料金なんですが、１８.４％という数字

と、あと、この、今１０立米使いますと２３０円

値上がり、１５立米使うと３３０円値上がり、

２０立米使うと４３０円の値上がり、そういった

金額と１８.４％。感覚的にその１８.４％という

のは非常に大きな感覚を持つけれども、実際、個

別にこういった指標を出せば、もう仕方ないのか

なと、そういった委員の皆さんの御意見でござい

ました。 

 １８.４％というのは非常に大きいと。だけど、

実際、こうやって１０トンであれば２３０円、

１５立米であれば３３０円といった、そういった

数字を見てみると、まあ、納得もできるかなとい
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う委員の皆様の御意見でございました。 

○水道局長（落合正浩）同じ資料の７ページに

１０年間の事業計画を示しておりますが、この中

で一番左側の種別、耐震・更新整備とかございま

すけれども、この事業について、項目を説明する

前に、一つはＮＨＫのクローズアップ現代の中で、

「今、水道が危ない」という特集がございました

ので、それで、地面の下にありますから、どうい

う施設がどういう、やっぱりリスクがあるかとか、

浄水場、配水池についての、まず、ビデオを見て

いただきました。 

 それと、私たちが今保有している施設、浄水場

であったり、配水池であったり、中継ポンプであ

ったり、当然、管路もあるんですけれども、その

多岐にわたるものを見ていただいて、例えば、具

体的に言いますと、このタンクのリスクというの

は、この部分がこうあるんですということを具体

的にお示しして、そして、この表を御理解いただ

いたというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかに。 

○委員（谷津由尚）２点、質問します。 

 今ありました意見にちょっと類似するかもしれ

ませんが、過去４回の水道審議会では、今おっし

ゃったように、承認は得ておられるということで

了解をしています。 

 ただし、１８.４％という数字に対しては非常に

インパクトがあります。これは、市内の、特に、

食品業ですとか、料飲業等々においては、大変な

インパクトがあるわけですけども、そういうイン

パクトを少しでも和らげるために、審議会とは別

に－それだから審議会があるんだということ、

あるんでしょうけども審議会とは別に、市民への

周知ですとか、市民の方の意見を吸い上げるとい

う目的でパブリックコメントとか、そういうのは

お考えにならなかったのかというのが一つ目です。 

 二つ目です。ちょっとこれは架空になります。 

 今回の事業、平成２８年度から７億５,０００万

円の事業で１０年計画ということで、されておら

れるわけですが、今回の事業が順調に推移すると、

平成３２年度には、資本的支出に対する財源補填

の補填額のほとんどは、前年度の減価償却費ある

いは資産減耗費でほとんど賄うことは可能になる

んですね。そうしますと、内部留保というのはも

うそこに必要ないですから、増額はですね、格段

に増額されるということになっていくわけですけ

ども、先ほどありました、実は、その時点で、今

の段階で、そういうことが今の段階でもう見えて

るわけですので、ある意味、その段階でのその料

金改定というお考えはないのか、この二つをお聞

きします。 

○水道管理課長（元石功一）まず、一つ目がパ

ブコメの考え方ですが、市の総合計画の関係のパ

ブコメに、総合計画はパブリックコメントをいた

しました。 

 で、パブリックコメントをするのが適正なのか、

あるいは合わない、これ、パブコメをするもので

はないということで、いわゆる料金を上げるとい

うことのパブコメというのは、当然、上がること

については、皆さん、意見は上げないほうがいい

というのが、当然あると思いますので、これは、

水道料金のこういったものについては、パブコメ

はそぐわないと、そういった考え方でパブコメは

いたしておりません。 

○水道局長（落合正浩）料金ですから、広く市

民の意見をということも、それはごもっとものこ

とでございますが、ただ、パブリックコメントと

いいますのは、今言いますような、総合計画とか、

そういう市の施策に関する体系としての計画を、

市がつくる場合に、我々がつくった案を示して、

その中で漏れがあったりとか。ちょっと、そうい

うところの御意見を聞いて、そこをチェックし、

参考にするという形でございまして。例えば、今

言いますように、料金的なもののパブリックコメ

ントというのは、パブリックコメントの性格から

してちょっと違うのかなと。ですから、特に市民

の方々から代表を選んだこの審議会委員という形

での、専門的な御意見をいただくという形をとっ

たわけでございます。 

○水道管理課長（元石功一）それから、２点目

になりますが、前、提出いたしました資料の

８ページになりますが、８ページの平成３２年度

の内部留保資金の残高というのが、５億

８,２８０万円といったことで予定をしております。 

 右に参考といたしまして、平成２５年度が５億

６,４００万円といったことで、大体、平成２５年

度と同等の状態になるということで、今回、

１８.４％が適正な料金改定であるというふうに考

えているわけでありますが。これであれば、今後

の平成３２年以降もこのまま事業をやっていける
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－残り５年間についても事業をやっていけると。

そういったことで料金改定の必要性は少ないんじ

ゃないかと。その段階では少ないんじゃないかと

いうふうに考えているところでございます。 

○委員（谷津由尚）はい、わかりました。 

 質問の幅をちょっと広げます。先ほど、私は、

市民に広く周知すること、あるいは意見の吸い上

げということでパブリックコメントということを

言わせてもらったんですが、それは適切でないと

お考えになったと、それは理解します。 

 で、そうであれば、今のところ、広報紙ですと

か、あるいは水道料金の領収書にそういうことを

掲載しますと、それでもって市民の方に周知を図

っていきたいという前回の答弁だったんですが、

それ以外に市民の方の周知を図り、あるいはその

意見を直接お聞きするという、何かチャンネルは

お考えはないですか。 

○水道局長（落合正浩）当然、議決いただきま

した中の改定案が決まりますから、その時点で、

広報であったり、いろんなホームページであった

りということはやります。それ以外に、当然、個

別の、例えば敬老会とか、何とか団体というとこ

ろから説明してくれという要請があれば、行って

説明するつもりでございます。 

 例えば、委員の皆様方についても、いろんな団

体とか、そういうところかもし、そういう要請が

あれば、こちらのほうに行って、出て行きますと、

直接行って個別に、そういう、いろんな団体で、

いろんな水の使い方がございますから、そういう

形で丁寧に御説明はしていきたいというふうに考

えております。出前講座を十分発揮したいと思っ

ております。 

○委員（川畑善照）先ほどからありますように、

この審議会で決まったことが、割と市民に広がり

過ぎまして、我々にはもうあちこちから電話をい

ただいて、高齢者はもとより、年金者を含めて、

それと、職業でですね、料飲業、飲食店あるいは

ホテル・旅館、そういうところからも、すごくや

っぱり心配されるわけ。ですから、我々に説明さ

れる、この将来展望もですけども、上がった場合

の心配をされると思いますので、やはりそれは、

もし議決されたならば、もう即座にやはり積極的

に出前するべきですよ。でないと、一番身をもっ

て心配されてるわけですから。 

 そして、これが波及的には物価に反映される、

あるいは定住圏に反映される、いろんな問題が、

波及効果が大きいもんだから、こういう声が出て

くるわけですので、これはやはり、その後の処理

っちゅうのは、早急にやるべき、それはもう大事

な問題だと思ってます。 

○水道局長（落合正浩）先ほども申し上げまし

たけれども、いろんな、住民の方であったり、団

体であったりとかあります。ですから、個別に、

やっぱりそこんところへ行って、例えば、その地

域の方であれば、その地域でわかりやすい事例を

とりながらとか、団体の方々であれば、その団体

の方々の中でこうわかりやすい形という形で、そ

こはもう丁寧に説明していきたいというふうに考

えております。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかに。 

○委員（新原春二）さきの委員会でも話をした

んですが、やっぱり市民がどう見るかっちゅうこ

とで。議会としては、市民の意見を反映する、そ

ういう意味で、最後のとりでというふうに、私も

思ってまして、市長もそのような話をしてます。 

 ただ、この、やっぱり１８.４％というのは、か

なりインパクトがあって、さっき川畑委員のほう

からも話がありましたように、もうかなりの敷衍

をしております。 

 そこで、先ほどパブリックコメントもありまし

たけれども、やっぱり決まってから出前講座って、

周知をするというのも一つの方法、行政的な方法

ですけども、「いつもそうやらよ」と、市民は。

「いつもそうやらよ。決まってからしか、おいど

んの耳に入らんなよ」ということがよく言われる

んですよ。そういう意味では、やっぱりそういう

のを払拭していく。こうした大幅な値上げの関係

については、もっと前に、広く意見を聞くべきだ

というふうに思うんですね。 

 で、もうパブリックコメントもしないっちゅう

ことであれば、市民としては、ただもう料金が上

がるだけっちゅうことで、「もう、しようなか

よ」ちゅうふうになってくるんですが。そういう

のがやっぱり、行政の不満としてずっとたまり込

んでいく、そういうのが一番怖いわけであります

ので、ここは、こういう時期でもありますし、き

ちんと議会としても対応せざるを得ないっちゅう

ことを考えてますので。で、もっと市民に対する

意見の聴取の方法、パブリックコメントにも、も

う上げないという－多いからやらないというこ
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とだけでは、やっぱり不満はずっとたまっていく

と思うんですよ。 

 だから、そういうのを払拭するために、今回こ

うした議案が出ているわけですけど。我々も、か

なり難しいですよね、やっぱりこういう企業会計

というのは。なかなか市民に見せても、なかなか

ぴんとこない。どれだけ収入があって、どれだけ

使って、どういう事業をしていくのっちゅうこと

が、普通の民間だったら、民間ベースの頭でしか

考えられないんですよ。 

 で、行政の手法というのは、当然、それで利益

を出す、もちろん利益を出して事業をしていかな

きゃいかんわけですけども、局長の給料は上がる

とか何とかそういうような問題は発生をしません

ので、民間との発想は違うんですけども。そうい

ったもの、決まる前に、もっと丁寧に市民にやっ

ぱりすべきだというふうに、私は考えていますが。

先ほどからの繰り返しになりますけども、もっと

方法はなかったのかな。 

○水道局長（落合正浩）まさしく今の御指摘の

とおりでございまして、もう我々が反省している

のは、もっとやっぱり水道事業について、広く市

民の方々に、何らかの機会を捉えながら、やっぱ

り情報発信をすべきだったというふうに考えてお

ります。 

 特に、今回の場合にはもう料金値上げですから、

実は、これをする前に、もう水道管が危ない、水

道事業はこのままでは危ないですよという現状を

お知らせするとともに、将来についてもこういう

不安があるので、いつかどこかでやっぱり料金に

ついては値上げする時期が来ますとか、そういう

水道の現状とかいうところを、もうちょっと市民

の方々にお知らせすべきだったなと考えておりま

して。これはもう今後の反省材料として、きっち

りとやっぱり、いい意味でのＰＲも、悪い意味で

のこういう状況というものを広くお知らせしてい

きたいというふうに感じておりますし、また、そ

うしていきたいと考えております。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかに。 

○委員（谷津由尚）大体、意見が尽きたようで

すので、ちょっとここで委員長に休憩をお願いを

します。 

 また、あわせまして、別室での協議会を要望し

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま休憩の声があり

ましたが、ほかの委員の皆さんは、これに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議ありませんので、

ここで休憩いたします。 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１０時５８分休憩 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１１時５５分開議 

         ～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）本会議に戻します。 

 議案２件について、一時中止したいと思います。

昼から、１３時から会議を始めたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員（新原春二）もうちょっと具体的にした

ほうがいいんじゃないかな。一時中止をして決算

を全部済ますと。決算を全部済ませた後に、また

委員会を開いて、日を改めるか改めないかは、あ

したの日程において決めるということで、一時、

審議を中止をして決算審査を全部終わらせると。

その後、委員会を再開して審議をするということ

でどうですか。 

○委員長（宮里兼実）はい。今、新原委員のほ

うからありましたように、一時中止して、昼から

は決算審議に入りたいと思いますので、当局のほ

うもよろしくお願いします。 

 では、休憩に入ります。 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１１時５８分休憩 

         ～～～～～～～～～～ 

         午後 ０時５８分開議 

         ～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）休憩前に引き続き会議を

開きます。 

────────────── 

△決算認定議案の審査 

○委員長（宮里兼実）それでは、決算認定議案

の審査に入ります。 

まず、決算の概要について、局長の説明を求め

ます。 

○水道局長（落合正浩）それでは、水道管理課

及び上水道課の決算の概要につきまして説明いた

します。 

 決算附属書の１６２ページをお開きください。 

 一般会計につきましては、水道事業及び２特別
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会計に繰出金を支出したものでございます。 

 次に、１６３ページは、旧工業用水道施設の維

持管理費ですが、本事業経営での剰余金１億

６,００７万９,０００円を市有施設保全基金に積

み立てております。 

 あけていただきまして１６４ページ、簡易水道

事業特別会計は、土川簡易水道事業ほか２５カ所

の簡易水道につきまして、遠方監視施設整備及び

老朽管布設工事等を実施し、安全で安心な飲料水

の安定供給に努めました。 

 なお、平成２６年度末現在の簡易水道事業、

２６カ所の給水人口と水源につきまして、右下の

表に記載しております。 

 次に、１６５ページ、温泉給湯事業特別会計は、

樋脇、入来及び祁答院地域の５公衆浴場及び分湯

施設について事業を実施し、公衆浴場につきまし

ては、指定管理により、引き続き効率的な事業運

営に努めております。 

 また、入来地域の柴垣湯につきましては、新公

衆浴場湯之山館が本年４月４日にオープンしたこ

とにより、平成２６年度で営業は終了しておりま

す。 

 右下に、平成２６年度の各公衆浴場の運営状況

を掲げてありますが、毎年利用者は減少傾向にあ

ります。 

 次に、水道事業の概要について御説明いたしま

すので、別冊となっております水道事業会計決算

書を御準備いただき、その１０ページをお開きく

ださい。 

 １、概況の（１）総括事項のうち、イ、業務量

につきまして、当年度末における給水件数は３万

６,３４０件で、前年度比５７９件増、給水人口は

７万９,０２８人で、３０７人の減、総有収水量は

７９４万８,５９１立方メートルで、前年度比

１.８５ポイント減少、有収率は９１.５％となり、

０.１ポイント増加しております。 

 ロの建設改良事業につきましては、主として、

配水管布設替え工事等を実施しておりますが、一

部の事業につきましては、繰り越しをしておりま

す。 

 ハの経営状況につきまして、営業収益は前年度

比８２８万２,１６０円増の１２億１,３９２万

８０８円、営業費用は６,６２４万７,３１７円増

の１０億９,３１３万８,４９４円で、差し引き営

業利益は、前年度比５,７９６万５,１５７円減の

１億２,０７８万２,３１４円となっております。 

 次に、営業外収益は、前年度比８,４８１万

３,４４７円増の１億４３６万４,４２５円、営業

外費用は前年度比４４４万６,１８１円減の

８,８１５万７,４３１円で、営業利益から営業外

収支を減した経常利益は前年度比３,１２９万

４,４７１円増の１億３,６９８万９,３０８円とな

りました。これに特別利益２２万５,６７２円と特

別損失１,８５９万４,９１６円を計上し、当年度

純利益は、前年度比１,７７７万６,１８７円増の

１億１,８６２万６４円となりました。 

 以上が、平成２６年度の事業概要でございます。 

 今後、平成２８年４月１日の事業統合を予定し

ておりますが、企業としての経済性を発揮しつつ、

安全で安心な水を安定的に供給するとともに、な

お一層の市民サービスに努めてまいりたいと考え

ております。 

 以上で概要説明を終わります。よろしくお願い

いたします。 

────────────── 

△議案第１８５号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１８５号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算）を議

題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、議案第

１８５号、平成２６年度薩摩川内市簡易水道事業

特別会計決算について説明をいたします。 

 水道管理課と上水道課、両課の所管であります

が、説明は、水道管理課で一括説明、質問につき

ましては、所管課で答弁することであらかじめ御

了承をお願いいたします。 

 それでは、歳出から説明をいたしますので、

２１８ページをお開きください。 

 １款１項１目一般管理費は、市内２６カ所の簡

易水道事業施設の管理運営に要する経費で、支出

済額３億２,８９３万８,８７０円でございます。 

 支出の主なものについて、備考欄で説明をいた

します。水道管理課、上水道課、２課分でござい

ます。 

 水道管理課分につきましては、検針業務委託ほ

か２６件の委託料が主なものでございます。 
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 上水道課分につきましては、簡易水道管理人

８人及び下甑の水道業務作業嘱託員１人の報酬、

職員１１人の給与費、毎日検査等業務委託ほか

５２件の委託料、久見崎、寄田簡易水道配水管布

設替え工事ほか２９件の工事請負費でございます。 

 また、備品購入費で公用車１台購入ほか９件分

でございます。 

 次に、２款事業費、１項１目施設整備費、支出

済額１億６,３０７万７,５７２円でございます。 

 また、繰越明許費として、瀬々野浦、鹿島地区

整備事業、合計１億２６１万円を繰り越ししてお

ります。 

 支出の主なものにつきまして、備考欄で説明を

いたします。 

 里簡易水道建設事業費では、県の特定離島ふる

さとおこし推進事業を活用した里地区飲用水施設

整備工事を実施しております。 

 下甑簡易水道建設事業費では、国庫補助事業を

活用した瀬々野浦地区配水管布設替え詳細設計業

務委託ほか１件を、また、特定離島ふるさとおこ

し推進事業を活用した青瀬地区飲用水施設整備工

事ほか６件を実施し、うち２件が前年度からの繰

越分でございます。 

 遠方監視施設整備事業費では、電源立地地域対

策交付金を活用した祁答院・樋脇地区の遠方監視

施設詳細設計業務委託、祁答院中武地区遠方監視

制御設備工事ほか２件を実施しております。 

 鹿島簡易水道建設事業費では、国庫補助事業と

特定離島ふるさとおこし推進事業を活用した鹿島

地区配水管布設詳細設計業務委託ほか１件等、鹿

島地区配水管布設替え工事ほか５件を実施してお

ります。 

 次に、３款１項１目元金は、支出済額１億

４,６５４万７,６３４円でございます。 

 ２目利子は、支出済額４,１００万９３８円でご

ざいます。 

 ５款１項１目予備費につきましては、予備費充

用の事態が生じず、そのまま不用額といたしまし

た。 

 続きまして、歳入について説明をいたしますの

で、前に戻っていただきまして、２１２ページを

お開きください。 

 １款１項１目水道使用料の１節給水使用料は、

９地域２６簡水の現年度分の水道使用料で、調定

額３億１,３８１万２,０４０円、収入済額３億

１,２１５万１,１９０円で、歳入還付未済額２万

７ ,８２０円を控除した実質収入額は３億

１,２１２万３,３７０円でございます。 

 ２節給水負担金は、調定額、収入済額ともに、

２５２万７,５３０円で収入未済額はございません。 

 ４節給水使用料滞納繰越分は、調定額５１６万

７ , ０ １ ５ 円 に 対 し 、 収 入 済 額 １ ７ ７ 万

６,３７０円であります。 

 また、本年度、１０万４,９７５円不納欠損処理

をし、収入未済額は３２８万５,３１０円となって

おります。 

 次が２１４ページになります。 

 ３款国庫支出金、１項１目、１節簡易水道事業

補助金の収入済額２,７６４万５,０００円は、

瀬々野浦地区簡易水道事業及び鹿島地区簡易水道

事業分でございます。 

 また、収入未済額３,４４８万円は、翌年度へ事

業を繰り越したため、収入未済額となったもので

ございます。 

 ４款県支出金、１項１目、１節簡易水道事業補

助金の収入済額８,００８万円は、遠方監視施設整

備事業にかかわる電源立地地域対策交付金及び鹿

島地域の特定離島ふるさとおこし推進事業補助金

でございます。 

 また、収入未済額２,５１２万円は、瀬々野浦地

区及び鹿島地区配水管布設替え事業にかかわる繰

越事業分でございます。 

 ６款繰入金、１項１目、１節一般会計繰入金

１億９,２３６万９,０００円は、施設整備費、管

理運営費に不足する財源を一般会計から繰り入れ

たものでございます。 

 ７款繰越金、１項１目、１節前年度繰越金は

３,０６６万９,０７５円でございます。 

 ８款諸収入、２項１目１節雑入は、収入済額

３５８万９,１４４円で、備考欄のとおり、移転補

償費、原子力立地給付金等でございます。 

 ９款市債、１項１目、１節簡易水道事業債、収

入済額４,１３０万円は、備考欄のとおり、国・県

補助事業に伴うものでございます。 

 次に、２２２ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額６億９,２８７万８,０００円、歳出総

額６億７,９５６万５,０００円、歳入歳出差し引

き額１,３３１万３,０００円、翌年度へ繰り越す

べき財源、２４１万円を控除し、実質収支額は
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１,０９０万３,０００円となっております。 

 次に、財産に関する調書について説明いたしま

すので、３７８ページをお開きください。 

 行政財産のうち、下から２番目あたりになりま

す。簡易水道施設という項目がございます。 

 土地につきましては、増分が１８２平方メート

ルとなっています。これは、上甑分で登載漏れで

あります。減分２７５平方メートルは、小倉簡易

水道を上水道に事業統合したことによる減でござ

います。 

 次に、建物のうち、非木造増分１６４.９８平米

は、これも上甑分で登載漏れでございます。減分

１８平方メートルは、小倉簡易水道分でございま

す。 

 次に、３７９ページになります。 

 （４）物権の表になりますが、行政財産に地役

権として土川簡易水道の配水管布設敷、１５９平

方メートルを設定をしているものでございます。 

 次に、３８３ページになります。 

 重要物品のうち、本年度、公用車１台購入して

おります。区分の車両類の増分に１台分が含まれ

ております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。 

 本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１８６号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市温泉給湯事業特

別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１８６号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市温泉

給湯事業特別会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、議案第

１８６号、平成２６年度薩摩川内市温泉給湯事業

特別会計決算について御説明をいたします。 

 ２３１ページをお開きください。 

 歳出から説明をいたします。 

 １款１項１目一般管理費は、樋脇、入来、祁答

院の温泉事業施設の管理運営に要する経費であり、

支出済額３,７３５万４７５円でございます。 

 主な支出内容を備考欄で説明をいたします。水

道管理課、上水道課、２課分でございます。 

 水道管理課分は、検針業務委託ほか１件の委託

料、入来温泉センター施設建設基金積立金が主な

ものでございます。 

 上水道課分は、温泉事業運営審議会委員報酬、

職員１人分の給与費、紫外線装置保守点検業務委

託ほか３件の委託料、入来配当地バルブ取りかえ

工事ほか９件の工事請負費、備品購入費でござい

ます。 

 また、柴垣湯公衆浴場解体工事設計業務委託

８４万７,０００円を、翌年度へ繰り越しをしてお

ります。 

 次に、２款１項１目施設整備費２億６,９４０万

７,８２６円は、入来温泉湯之山館案内板設置業務

委託、湯之山館新築工事ほか１１件の工事請負費

及び備品購入費でございます。 

 ま た、入来温泉湯之山館外構整備事業

１,６５０万円を翌年度へ繰り越しをしております。 

 次に、５款１項１目予備費１００万円は、予備

費充用の事態が生じず、そのまま不用額といたし

ました。 

 続きまして、歳入について説明をいたします。 

 ２２７ページをお開きください。 

 歳入の主なものを説明いたします。 

 １款使用料及び手数料、１項２目分湯使用料は、

１節が現年度分の分湯使用料、２節が滞納繰越分

で、現年分、滞納繰越分合計で収入済額

３,２３０万９７０円、不納欠損処分を２９万

３,０３０円処理し、収入未済額が１０６万

２,７７０円でございます。 

 次に、３款繰入金１項１目、１節一般会計繰入
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金、収入済額６,１２６万２,０００円でございま

す。 

 同款２項１目入来温泉センター施設建設基金繰

入金２億１,９１６万７,０００円でございます。 

 ４款繰越金、１項１目、１節前年度繰越金は

１,１６６万１,５４３円でございます。 

 次に、２２９ページになります。 

 ５款３項１目雑入は、収入済額３１２万

４,０４３円で移転補償費等でございます。 

 次に、２３３ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額３億２,７５８万７,０００円、歳出総

額３億６７５万８,０００円、歳入歳出差し引き額

２,０８２万９,０００円で、翌年度へ繰り越す財

源が１,７３４万７,０００円で、実質収支額は

３４８万２,０００円となります。 

 次に、財産に関する調書について説明をいたし

ますので、３７９ページをお開きください。 

 （４）物権のうち、行政財産として温泉券、

２４カ所ございますが、うち水道局管理分１９カ

所管理をしております。増減はございませんでし

た。 

 続きまして、重要物品について説明いたします

ので、３８３ページをお開きください。 

 区分の機械器具類で、入来公衆浴場湯之山館の

自動券売機１台を購入しております。 

 次に、３８５ページをお開きください。 

 基金について、入来温泉センター施設建設基金

を全額取り崩しをしております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ないですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。 

 本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１９９号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市水道事業剰余金

処分及び平成２６年度薩摩川内市水道事業

会計決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１９９号、

平成２６年度薩摩川内市水道事業剰余金処分及び

平成２６年度薩摩川内市水道事業会計決算を議題

とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）議案第１９９号剰

余金処分及び決算の認定について説明をいたしま

すので、別冊となっております水道事業会計決算

書の１ページをお開きください。 

 水道事業決算報告書の収益的収入及び支出の予

算決算の状況について説明をいたします。 

 まず、（１）収益的収支の収入において、予算

額合計１４億１,３１１万２,０００円に対し、決

算額１４億８４７万９,１２８円、支出において、

予算額合計１３億１,３７３万５,０００円に対し、

決算額１２億５,３４４万５,４００円となってお

り、執行率９５.４％でございます。 

 （２）資本的収支の収入におきまして、予算額

合計４億４０７万４,０００円に対し、決算額３億

８,４９５万１９１円でございます。 

 支出において、予算額合計１３億７,６２１万

８,０００円に対し、決算額８億８,６２９万

１,３６４円となり、執行率６４.４％でございま

すが、翌年度繰り越しとして、丸山浄水場機械脱

水処理設備事業ほか５事業、事業費合計４億

２,２３８万８,０００円を翌年度へ繰り越しをし

ております。 

 ま た、資本的収支で不足する額、５億

１,１３４万１,１７３円は、下段の表の下に記載

してありますよう各財源で補填をしております。 

 次に、３ページをお開きください。 

 平成２６年度の損益計算書でございます。 

 まず、営業利益から説明をいたします。 

 １、営業利益は、（１）水道料金、給水負担金

の給水収益と、（２）その他営業収益合計で

１２億１,３９２万８０８円であります。 
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 ２、営業費用では、（１）原水及び浄水費から

（５）資産減耗費までの合計１０億９,３１３万

８,４９４円となり、営業利益は差し引き１億

２,０７８万２,３１４円となっております。 

 次に、経常利益になります。 

 ３、営業外収益は、（１）受け取り利息及び配

当金から（５）資本費繰入収益までの合計１億

４３６万４,４２５円。４、営業外費用では、

（１）支払い利息及び企業債取扱諸費から（２）

雑支出での合計８,８１５万７,４３１円となり、

営業利益に営業外収支を加減した経常利益が１億

３,６９８万９,３０８円となっております。 

 また、４ページになります。 

 ５、特別利益として投資有価証券償還益、６、

特別損失として不納欠損処理と１,８５９万

４,９１６円、経常利益に特別利益と損失を加え、

当年度純利益が１億１,８６２万６４円となってお

ります。 

 次に、５ページをお開きください。 

 剰余金計算書になりますが、本年度増減のあっ

た課目について御説明をいたします。表の下段あ

たりになります。 

 当年度の変動額の欄をごらんください。 

 その欄の６ページ側になりますが、減債積立金

１億３,０００万円の減がございますが、これは企

業債の償還元金の財源として取り崩したものであ

ります。 

 また、未処分利益剰余金の１億３,０００万円の

増は、減債積立金分でございます。１億

１,８６２万６４円の増は、本年度の純利益でござ

います。 

 当年度未処分利益剰余金合計１６億３,９８２万

３,２３４円となりますが、この未処分利益剰余金

を議会の議決を得て処分するものでございます。

この処分について、下段の表になります。 

 平成２６年度薩摩川内市水道事業剰余金計算書

案になります。 

 平成２６年度末の未処分利益剰余金を自己資本

金への組み入れ、減債積立金への積立処分をする

ものでございます。御承認方、よろしくお願いし

ます。 

 次に、７ページをお開きください。 

 平成２６年度貸借対照表になります。 

 まず、１、固定資産のうち、（１）有形固定資

産につきましては、後ほど有形固定資産明細書で

説明をいたしますが、平成２６年度の建設改良費

で取得した固定資産を課目別に計上をしておりま

す。 

 （２）無形固定資産は、電話加入権、水利権で

ございます。 

 以上、固定資産合計で１３２億２,５６７万

６,３２０円でございます。 

 続きまして、２、流動資産は、現金預金ほか合

計で１１億５,８７４万４,６８０円であります。 

 固定資産と流動資産の合計、資産合計で

１４３億８,４４２万１,００１円でございます。 

 ８ページになります。 

 ３、固定負債は、（１）企業債から（３）引当

金までの合計４１億６,４９２万８,６９１円でご

ざいます。 

 ４、流動負債は、（１）企業債から（４）その

他流動負債で流動負債合計４億４,６０７万

５,９０２円でございます。 

 繰延収益は、（１）長期前受金から（２）長期

前受金収益が累計額で繰延収益合計１９億

７,７２１万５,１１９円となり、負債合計で

６５億８,８２１万９,７１２円でございます。 

 ９ページになります。 

 ６、資本金は、自己資本金で５９億６,４９３万

２,５５９円でございます。 

 ７、剰余金は、（１）資本剰余金、（２）利益

剰余金で合計１８億３,１２６万８,７３０円でご

ざいます。 

 資本金、剰余金の資本合計で７７億９,６２０万

１,２８９円となり、資産合計、負債・資本合計と

も１４３億８,４４２万１,００１円でございます。 

 次に、１０ページをお開きください。 

 平成２６年度の事業報告書でございますが、概

況につきましては、先ほど局長が説明をいたしま

したので、１２ページをお願いします。 

 職員に関する事項につきまして説明いたします。 

 平成２６年度の職員数は、水道管理課、上水道

課あわせて３１人で前年度と同じであります。ま

た、水道事業支弁職員は損益勘定職員２０人、資

本勘定支弁職員２人で前年度と同じとなっており

ます。 

 １３ページから１８ページは改良事業等でござ

います。ごらんいただきたいと思います。 

 件数で５５件、工事費で４億６,５９５万

３,４６０円でございますが、丸山浄水場機械脱水
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処理設備工事ほか５件を翌年度へ繰り越しをして

おります。 

 １９ページをお願いします。 

 業務量を給水人口から有収率までを示してござ

います。 

 有収率につきましては、全体で９１.５％であり

ます。 

 また、下段は供給単価、給水原価を示しており

ます。 

 次に、２１ページをお開きください。 

 ４、会計の（２）企業債の状況ですが、本年度

の借入額１億２ ,２２０万円、償還額３億

６,８５７万９,８１１円で、その結果、当年度末

企業債残高４４億２,７１４万３,９２２円となり、

前年度より２億４,６３７万９,８１１円の減でご

ざいます。 

 ２２ページは、消費税の経理処理法を記載して

おります。 

 ２３ページをお開きください。 

 キャッシュフロー計算書でございます。１年間

の現金収支を性質別に記載したものでございます。 

 １、業務活動によるキャッシュフローは、予算

第３条収益的収支にかかわる現金の増減でござい

ます。 

 ２、投資活動によるキャッシュフローと、３、

財務活動によるキャッシュフローは、予算第４条

収益的収支にかかわる現金の増減でございます。

本年度の現金の増が１億４,０５６万１０５円とな

り、前年度からの繰越現金とあわせ、年度末現金

残高が１０億８,５５５万６,９６５円の残高とな

っております。 

 また、この現金残高が貸借対照表の現金預金と

一致をするものでございます。 

 ２４ページから２６ページが附属明細書でござ

います。 

 ２７ページをお開きください。 

 （１）有形固定資産明細書でございます。１年

間の固定資産の増減と減価償却費の明細でござい

ます。 

 ④の年度末現在高、⑦の減価償却累計額、⑧の

年度末償却未済高がそれぞれ７ページの貸借対照

表と一致をするものでございます。 

 （２）無形固定資産の水利権については、川内

川水利権申請にかかわる委託料を計上しているも

のでございます。 

 （３）投資有価証券につきましては、額面２億

円の国債を保有しておりましたが、本年度、満期

償還となっております。 

 ２９ページから３６ページが地域別の企業債明

細書でございます。ごらんいただきたいと思いま

す。 

 以上で、水道事業の決算についての説明を終わ

ります。よろしくお願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決に入りますが、本案については、

剰余金処分と決算の認定の二つの表決が必要とな

る案件でありますので、それぞれについて採決を

行います。 

 まず、本案のうち、平成２６年度薩摩川内市水

道事業剰余金処分について採決をします。 

 本剰余金処分を原案のとおり可決すべきものと

認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本剰余金処分は原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、平成２６年度薩摩川内市水道事業会計決

算について採決します。 

 本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１８４号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１８４号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般
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会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○水道管理課長（元石功一）それでは、議案第

１８４号、薩摩川内市一般会計決算のうち、水道

管理課、上水道課分について、水道管理課で一括

説明をいたします。 

 それでは、決算書の８７ページをお開きくださ

い。 

 ２款１項５目財産管理費のうち、上水道課分は

旧工業用水道事業が廃止されたことにより、財産

管理費で水源地、浄水場の草払い業務委託を、ま

た、廃止した工業用水水道事業の剰余金を周囲施

設保全基金へ積み立てをしております。 

 次に、１３３ページをお開きください。 

 ４款３項１目水道費は、備考欄のとおり、簡易

水道事業及び温泉給湯事業特別会計への繰出金で

ございます。 

 次に、２０３ページをお開きください。 

 １３款２項１目公営企業費は、水道事業会計へ

の負担金、補助金、出資金でございます。 

 以上で、一般会計のうち、水道管理課、上水道

課分の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１８４号、一般会計歳入歳出決

算の審査を一時中止します。 

 以上で、水道管理課及び上水道課を終わります。

御苦労さまでした。 

────────────── 

△下水道課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、下水道課の審査に

入ります。 

 まず、決算の概要について局長の説明を求めま

す。 

○水道局長（落合正浩）下水道課の決算の概要

につきまして御説明申し上げます。 

 決算附属書の１６６ページをお開きください。 

 まず、一般会計でございます。 

 １、地域下水処理事業は、永利及び鹿島浄化セ

ンターに係る維持管理経費でございます。 

 次に、１６７ページに、小型合併処理浄化槽整

備補助事業ですが、３８４基の設置に対し、補助

金を交付しております。 

 次に、１６８ページ、３、特別会計への繰出金

につきましては、４、特別会計に繰出金を支出し

たものでございます。 

 次に、４、雨水ポンプ場事業は、中央及び平佐

ポンプ場の維持管理に要した経費でございます。 

 １６９ページ、５、都市下水路事業は、４都市

下水路の維持管理費用、６、下水道管理費は、下

水道事業実施に伴う職員、嘱託員の人件費等を支

出したものであります。 

 ７、緊急雇用創出事業、臨時特例基金事業は、

記載の２事業実施に伴う委託料を薩摩川内市観光

事業協同組合へ支出いたしました。 

 続きまして、１７０ページは、公共下水道特別

会計です。 

 まず、１、公共下水道処理施設管理は、川内地

区の宮里浄化センター及び上甑地区の中甑中の浄

化センターの包括的民間委託費等が主なものでご

ざいます。 

 次に、１７２ページ、２、公共下水道整備は、

平佐地区の管渠整備、舗装復旧工業等にかかる経

費です。 

 次に、１７３ページは、農業集落排水事業特別

会計です。 

 内訳は、城上地区ほか４施設の維持管理費、経

費等でございます。 

 次に、１７５ページは、農業集落排水事業特別

会計です。 

 内訳は、上甑地域の平良処理区下甑地域の片野

浦及び手打処理区の排水処理施設の維持管理費等

であります。 

 最後の１７６ページ、浄化槽事業特別会計は上

甑地域の浄化槽施設の維持管理費等でございます。 

 以上で概要説明を終わりますが、特に公共下水

道川内地域の接続率向上については今後も積極的

に取り組んでまいりたいと考えております。生活

排水処理施設の整備を促進し、公共用水域の水質

保全と快適な生活環境の保全に今後とも努めてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

────────────── 

△議案第１８７号 決算の認定について
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（平成２６年度薩摩川内市公共下水道事業

特別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１８７号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算）を

議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）下水道課です。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、議案第１８７号決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市公共下水道特別会計歳

入歳出決算）について説明いたします。 

 決算書の２４２ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、公共下水道事業の

管理に要する経費で、支出済額は１億２,０１４万

４,３０８円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり、宮

里浄化センター等包括的維持管理業務委託他８件

が主なものであります。うち、繰越明許費につき

ましては、中甑・中野浄化センターの長寿命化計

画策定業務委託です。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでありますが、１４節使用料及

び賃借料につきましては、災害時の停電等に対応

するため、バキューム車等の借り上げを計上して

おりましたが、災害対応がなかったため、未執行

となったものです。 

 １８節備品購入費は量水器ボックス等の購入が

なかったため、また、２３節償還金利子及び割引

料は過年度使用料過誤納等に係る還付金が生じな

かったため、未執行となったものです。 

 次に、２款１項１目施設整備費は公共下水道事

業の整備に要する経費で、支出済額は３,０８１万

８１１円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり職員

一人分の給与費及び平佐地区私道管渠築造工事

（２６－１）ほか８件が主なものであります。う

ち繰越明許費につきましては、平佐地区私道管渠

築造工事（２５－４）です。 

 なお、１５節工事請負費の不用額につきまして

は、工事の実績によるものであります。 

 ２２節補償・補填及び賠償金は、汚水管渠築造

工事に伴う水道管及びガス管移設の実績がなかっ

たことによるものでございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及 び ２ 目 利 子 の 合 計 で ３ 億 １ , ３ ３ ８ 万

５,０７３円であります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２３８ページをお開きくだ

さい。 

 １款２項１目、１節公共下水道事業負担金の収

入済額は１,２９３万３,２００円で、川内処理区

の公共下水道事業受益者負担金であります。 

 １目、２節公共下水道事業負担金滞納繰越分の

収入済額は６８万円で、公共下水道事業受益者負

担金滞納繰越分であります。支出済額１２４万

３,６００円は、滞納繰越分として現在徴収に努め

ているところでございます。 

 次に、２款１項１目、１節公共下水道施設使用

料の収入済額は１億２,１１４万３,０７０円で、

川内処理区及び上甑処理区の公共下水道施設使用

料であります。収入未済額５２３万２,６５０円は、

滞納繰越分として現在、徴収に努めているところ

でございます。 

 なお、平成２６年度において１１万５１０円の

滞納者が行方不明により徴収不能となったため、

地方自治法の規定による５年を経過したことによ

り不納欠損処理しております。 

 次に、１目、２節公共下水道施設占用料の収入

済額は、１万４,４００円であります。 

 次に、２款２項１目、２節確認手数料の収入済

額は、３３万４,１００円であります。 

 次に、２項２目、１節督促手数料の収入済額は、

１０万７,２００円であります。収入未済額９万

６,５００円は、施設使用料に係ります督促手数料

であります。 

 なお、平成２６年度において２,５００円を不納

欠損処理しております。 

 ３款１項１目、１節公共下水道事業費補助金の

収入済額は３５０万円で、公共下水道事業費補助

金で、全額、前年度繰越明許費分であります。 

 次に、２４０ページをお開きください。 

 ４款１項１目、１節一般会計繰入金の収入済額

は３億４３９万４,１３８円で、一般会計繰入金で

あります。 

 次に、５款１項１目、１節前年度繰越金の収入

済額は４８７万１,０００円で、繰越事業費等財源

充当繰越金であります。 

 次に、６款２項１目、１節雑入の収入済額は
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１２６万３,０８４円で、県道川内串木野線の改良

工事に伴う下水道管の移設補償金と原子力立地給

付金が主なものであります。 

 最後に、７款１項１目、１節公共下水道事業債

の収入済額は１,５１０万円で、うち４５０万円は

前年度繰越明許費分であります。 

 それでは、２４４ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額から歳出総

額を差し引いた実質収支額は０円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ないですか。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。 

 本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本決算は認定すべきものと決定しまし

た。 

────────────── 

△議案第１８８号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１８８号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市農業

集落排水事業特別歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１８８号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市農業集落排水事業特別歳入歳出決算）につ

いて説明いたします。 

 決算書の２５３ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、農業集落排水事業

の管理に要する経費で、支出済額は４,９９６万

８,６２３円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり団体

営農業集落排水事業機能強化計画策定業務委託ほ

か１６件が主なものであります。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでありますが、１４節使用料及

び賃借料につきましては、災害時の停電等に対応

するため、バキューム車等の借り上げを計上して

おりましたが、災害対応がなかったため、不用額

が生じたもの、また、１５節工事請負費は公共ま

す設置工事が不要となったため、１８節備品購入

費は量水器の購入がなかったため、未執行となっ

たものです。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及 び ２ 目 利 子 の 合 計 で １ 億 ５ , ７ ８ ４ 万

５,７９１円であります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２４９ページをお開きくだ

さい。 

 １款１項１目、１節農業集落排水事業分担金の

収入済額は１６万円で、城上処理区及び祁答院中

央処理区の農業集落排水事業分担金であります。 

 次に、２款１項１目、１節農業集落排水施設使

用料の収入済額は４,９４５万３,１３０円で、城

上処理区他４処理区の農業集落排水施設使用料で

あります。収入未済額５５万４,７００円は、滞納

繰越分として現在徴収に努めているところでござ

います。 

 なお、平成２６年度において２万９,６７０円を

不納欠損処理しております。 

 次に、１目、２節農業集落排水施設占用料の収

入済額は、１万２,０００円であります。 

 次に、２款２項１目、２節確認手数料の収入済

額は、６万７００円であります。 

 ２款２目、１節督促手数料の収入済額は、３万

８ ,３００円であります。収入未済額１万

１,４００円は、施設使用料に係ります督促手数料

であります。 

 なお、平成２６年度において６００円を不納欠

損処理しております。 

 次に、２５１ページをお開きください。 

 ４款１項１目、１節一般会計繰入金の収入済額

は、１億５,３７５万７,６４４円であります。 

 次に、６款２項１目、１節雑入の収入済額は



－22－ 

 

３３万２,６４０円で、原子力立地給付金でありま

す。 

 次に、９款１項１目、１節農業集落排水事業補

助金は４００万円で、農山漁村地域整備交付金で

あります。 

 それでは、２５５ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額から歳出総

額を差し引いた実質収支額は０円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。ありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。 

 本決算を認定すべきものと認めることに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本決算は認定すべきものと決定しまし

た。 

────────────── 

△議案第１８９号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市漁業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１８９号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市漁業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算）を議題とし

ます。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１８９号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算）

について説明いたします。 

 決算書の２６２ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、漁業集落排水事業

の管理に要する経費で、支出済額は１,９２７万

３,３１８円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり手打

浄化センターほか維持管理業務ほか１２件が主な

ものであります。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでありますが、１４節使用料及

び賃借料につきましては、災害時の停電等に対応

するため、バキューム車等の借り上げを計上して

おりましたが、災害対応がなかったため、また、

２３節償還金利子及び割引料は過年度使用料過誤

納等に係る還付金が生じなかったため、未執行と

なったものでございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で５,０２６万８,７２９円で

あります。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２６０ページをお開きくだ

さい。 

 １款１項１目、１節漁業集落排水事業分担金の

収入済額は１０１万円で、内訳につきましては、

備考欄記載のとおり平良処理区手打処理区の漁業

集落排水事業分担金であります。 

 次に、２款１項１目、１節漁業集落排水施設使

用料の収入済額は１,７３８万９,０５０円で、平

良処理区ほか２処理区の漁業集落排水施設使用料

であります。収入未済額６万６,１７０円は、滞納

繰越分として現在徴収に努めているところでござ

います。 

 次に、１目、２節漁業集落排水施設占用料の収

入済額は、９,０００円であります。 

 次に、２款２項１目、１節確認手数料の収入済

額は、９万６,０００円であります。 

 次に、２項２目、１節督促手数料の収入済額は、

９,３００円であります。収入未済額１,６００円

は、施設使用料に係ります督促手数料であります。 

 ４款１項１目、１節一般会計繰入金の収入済額

は、５,０８７万４,４７３円であります。 

 次に、６款２項１目、１節雑入の収入済額は、

１５万４,２２４円で原子力立地給付金であります。 

 それでは、２６４ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額から歳出総

額を差し引いた実質収支額は０円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 
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○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本決算は認定すべきものと決定しまし

た。 

────────────── 

△議案第１９０号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市浄化槽事業特別

会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１９０号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市浄化

槽事業特別会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局の補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１９０号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算）につい

て説明いたします。 

 決算書の２７１ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、上甑地域の市設置

型浄化槽の管理に要する経費で、支出済額は

９５４万５,３６３円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり上甑

地域戸別合併処理浄化槽維持管理業務委託が主な

ものでございます。 

 なお、各節の不用額につきましては、それぞれ

の実績によるものでございます。 

 ２３節償還金利子及び割引料は、過年度使用料

過誤納等に係る還付金が生じなかったため、未執

行となったものでございます。 

 次に、３款１項公債費の支出済額は、１目元金

及び２目利子の合計で５８１万４,４０８円であり

ます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、２６９ページをお開きくだ

さい。 

 ２款１項１目、１節浄化槽排水施設使用料の収

入済額は７５１万４,８２０円で、内訳につきまし

ては、備考欄記載のとおり上甑地域の浄化槽排水

施設使用料であります。収入未済額４万

７,９９０円は、滞納繰越分として現在、徴収に努

めているところでございます。 

 次に、２款２項２目、１節督促手数料の収入済

額は、２,５００円であります。収入未済額

８００円は、施設使用料に係ります督促手数料で

あります。 

 次に、４款１項１目、１節一般会計繰入金の収

入済額は、７８４万２,４５１円であります。 

 それでは、２７３ページをお開きください。 

 実質収支に関する調書で、歳入総額から歳出総

額を差し引いた実質収支額は０円であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論採決を行います。討論はありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本決算は認定すべきものと決定しまし

た。 

────────────── 

△議案第１８４号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１８４号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般
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会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○下水道課長（徳重勝美）それでは、議案第

１８４号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市一般会計歳入歳出決算）のうち、下水道課

分について説明いたします。 

 決算書の１２９ページをお開きください。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 ４款２項４目地域下水処理費は、下水処理施設

の維持管理及び小型合併処理浄化槽設置に係る補

助金交付等に係る経費で、支出済額は１億

６,０１６万９,２４３円であります。 

 内訳につきましては、備考欄記載のとおり下水

処理施設管理費において永利浄化センター維持管

理業務委託ほか５件と小型合併処理浄化槽整備補

助事業費において小型合併処理浄化槽設置整備事

業補助金３８４件、浄化槽費において浄化槽事業

特別会計繰出金が主なものでございます。 

 各節の不用額につきましては、それぞれの実績

によるものでございますが、１９節負担金補助金

及び交付金の不用額４,１３４万５,４１８円は小

型合併処理浄化槽設置整備事業補助金の実績によ

るものでございます。 

 また、１５節工事請負費は下水処理施設管理費

において、取付管敷設工事がなかったため、

２３節償還金利子及び割引料は過年度使用料過誤

納等に係る還付金が生じなかったため、未執行と

なったものでございます。 

 次に、１３５ページをお開きください。 

５款１項１目労働諸費の支出済額８,４１７万

６,６９２円のうち、下水道課分は、備考欄記載の

とおり緊急雇用創出事業臨時特例基金事業による

上下水道技術者育成支援事業業務委託ほか１件で

す。 

 次に、１４３ページをお開きください。 

 ６款３項４目農業集落排水費は、農業集落排水

事業特別会計への繰出金で、支出済額は１億

５,３７５万７,６４４円であります。 

 次に、１４７ページをお開きください。 

 ６款５項５目漁業集落排水費は、漁業集落排水

事業特別会計への繰出金で、支出済額は

５,０８７万４,４７３円であります。 

 次に、１６５ページをお開きください。 

 ８款５項４目下水道費の支出済額は、４億

７２８万１,４３８円であります。内訳につきまし

ては、備考欄記載のとおり下水道管理費において

行政事務嘱託員１名の報酬、職員１１人分の給与

費、ポンプ場管理費において中郷ポンプ場、平佐

ポンプ場運転管理業務委託ほか２件、平佐ポンプ

場遠方監視装置設置工事公共下水道費において公

共下水道事業特別会計繰出金が主なものでござい

ます。 

 また、各節の不用額につきましてはそれぞれの

実績によるものでございます。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき、１７ページをお開きくださ

い。 

 １４款１項３目、１節衛生使用料の収入済額

３,０６８万５,８０１円のうち、下水道課分は

２,１９２万１５０円であります。 

 内訳につきましては、次のページ、１９ページ

の備考欄記載のとおり永利処理区及び鹿島処理区

の下水道施設使用料が主なものでございます。収

入未済額２２万３,７９０円は全額下水道課分で、

滞納繰越分として、現在、徴収に努めているとこ

ろでございます。 

 次に、２３ページをお開きください。 

 １４款１項６目、３節都市計画使用料の収入済

額４,３６５万７,５５０円のうち、下水道課分は

６,０６０円で、都市下水路占用料であります。 

 次に、２９ページをお開きください。 

 １４款２項３目、１節衛生手数料の収入済額

６,３４５万４３円のうち、下水道課分は１万

８,０００円で、排水設備計画確認等手数料が主な

ものでございます。 

 次に、３目、２節督促手数料の収入済額１万

６,７００円は、全額下水道課分で、収入未済額

３,２００円は衛生使用料に係ります督促手数料で

あります。 

 次に、３５ページをお開きください。 

 １５款２項３目、２節清掃費補助金の収入済額

５,８７３万６,０００円は、全額下水道課分で、

小型合併処理浄化槽設置整備事業補助金に係りま

す国の循環型社会形成推進交付金であります。補

助率は、本土が３分の１、甑島が２分の１であり

ます。 

 次に、４３ページをお開きください。 

 １６款２項３目、３節清掃費補助金の収入済額

２,９４６万４,０００円は、全額下水道課分で小

型合併処理浄化槽設置整備事業補助金に係る県の
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浄化槽整備事業交付金であります。 

 なお、補助率につきましては、基本補助率、本

土分３分の１、離島分４分の１が市の財政力指数

により調整され、平成２６年度の実質補助率は、

本土分が２２％、甑島分が１６.３％となっており

ます。 

 次に、５３ページをお開きください。 

 １７款１項２目、１節利子及び配当金の収入済

額１,１３８万９,１７８円のうち、下水道課分は、

１万５,６０９円であります。 

 内訳につきましては、次のページ、５５ページ

の備考欄、上から９行目にありますとおり下水道

基金貸付基金利子収入であります。 

 次に、６１ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入の収入済額６億４,６３８万

５４３円のうち、下水道課分は１,０００円で、

７１ページの備考欄、下から８行目にありますと

おり日本下水道事業団負担金返納金でございます。 

 続きまして、財産の管理状況について説明いた

しますので、３８６ページをお開きください。 

 基金の表中、運用基金の一番下になります。下

水道整備貸付基金が下水道課で管理している基金

でございます。基金の総額は１億２,０００万円で、

平成２６年度中の増減はありません。 

 次に、基金の運用状況について説明いたします

ので、３９４ページをお開きください。 

 下水道整備貸付基金は、下水道への接続推進を

図るため、無利子の貸付制度として運用しており

ます。貸し付けの対象は、下水道施設へ接続する

ための排水設備改造工事に係る経費でございます。 

 本基金の運用状況でありますが、（５）の貸し

付けの状況のとおり、平成２６年度中の貸し付け

は０件で、貸付金額は０円であります。 

 また、平成２６年度末の基金の貸付金額は、

（６）の基金の３月末現在のとおり５６１万

２,３００円で、現金残高は１億１,４３８万

７,７００円となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）ないですね。質疑はない

と認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第１８４号、一般会計歳入歳出決

算の審査を一時中止します。 

 以上で下水道課を終わります。御苦労さまでし

た。 

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設政策課の審査

を行います。 

 まず、決算の概要について部長の説明を求めま

す。 

○建設部長（泊 正人）お疲れさまでございま

す。 

 それでは、これより建設部の審査をよろしくお

願いを申し上げます。 

 まず、建設部全体といたしまして、平成２６年

度の一般会計で、予算額が５４億６,６４０万

５,０００円、決算額が４７億４,９３５万

５,６２９円でありまして、執行率が８６.９％で

ありました。 

 これは、平成２５年度が８８.４％でありまして、

対前年度比１.５ポイントほど執行率が下がってお

ります。原因といたしましては、建設維持課の

１２月補正でいただきました１５カ月予算が、前

年度が１億５,０００万だったのに対し、２億円い

ただいたこと、あるいは建築住宅課の３月補正で

いただきました既存住宅改修環境整備事業の

６,０００万円などを繰り越したものであります。

おおむね前年度と同じような執行ができたと思っ

ております。 

 それでは、建設政策課について御説明をさせて

いただきます。 

 本年度より用地課が建設政策課内に再編されま

したので、本年度から用地課分の決算につきまし

ても建設政策課のほうでの説明となります。 

 決算附属書の１２５ページから１２７ページに

なります。 

 建設政策課につきましては、部内の庶務会計事

務のほか、予算や事業調整、他課からの受託事業

の調整、あるいは国県事業の実施に係る事業促進

のために要望活動なども行っております。 

 主要な成果といたしましては、１２５ページの

１番目の地籍調査事業の充実についてでございま
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すが、入来地域の外の作業が終了いたしまして、

データの数値化など最終段階に来たところであり

ます。 

 １２６ページの２番目の土地の取得及び登記の

促進につきましても、他の課からの事業用地の取

得や未登記処理などに努めてまいりました。 

 １２７ページには、３番目の川内川改修に関す

ること、４番目の南九州自動車道に関することで

ございますが、それぞれ大小路地区の引堤工事が

順調に進んでいること、南九州西回り自動車道で

は、都高江間が３月７日に開通をし、鹿児島から

水引間が全線供用となっているところでございま

す。 

 また、懸案となっておりました阿久根川内道路

が事業化をされ、現在、中心線測量に入ったりし

ているところでございます。国県の要望を進めて

まいりましたおかげで順調に進んでいるところで

ございます。 

 ここで、一つだけ不納欠損額について少し御説

明をさせていただきたいんですが、御存じのとお

り旧東郷町の道路工事請負費返還金２,５１７万

２,０００円につきまして、これまでも鋭意交渉を

し、請求をしてまいったところでありまして、毎

年収入未済額として報告をしてまいりました。 

 平成２６年度には、法的な時効というものを迎

えたこともあり、相手方から援用の申し出があっ

たところであります。顧問弁護士とも協議した結

果、相手方の資産等全て確認をしましたけれども、

何も残っていないと。何も取れないというような

ことで、訴訟になっても新たな弁護士費用などが

発生するばかりで返納金の見通しがつかなかった

ことなどから、今回の措置とさせていただいてお

ります。後ほど詳しく課長のほうから説明がある

と思います。よろしくお願いします。 

 この後は、課長のほうから詳細な説明があると

思いますので、よろしくお願いいたします。 

────────────── 

△議案第１８４号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１８４号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市一般会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）建設政策課です。

よろしくお願いします。 

 それでは、議案第１８４号決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算）のうち、建設政策課分について御説明いたし

ます。 

 まず、歳出から御説明いたしますので、決算書

の９５ページをお開きください。 

 ２ 款１項１３目地籍調査費の支出済額

９,８４３万９,２７６円は、地籍調査事業に係る

経費と市道等の用地取得並びに本市未登記解消に

向けた経費が主なものであります。 

 歳出の内容でありますが、備考欄記載のとおり、

事項、地籍調査事務費において地籍調査業務嘱託

員報酬、地籍調査関係職員の給与費及び地籍調査

事業、数値情報化業務委託ほか１５件と、事項、

用地管理費において行政事務嘱託員報酬、用地関

係職員の給与費及び公共嘱託登記業務委託ほか

６件が主なものであります。 

 また、備考欄、一番下になりますが、交通事故

に係る賠償金につきましては、公用車による事故

の賠償金になります。今後、このような事故が起

きることのないよう、また交通違反、マナーなど

安全運転の周知徹底を図っているところでありま

す。 

 次に、不用額でありますが、１３節委託料の不

用額３８９万８,６２９円は公共嘱託登記業務委託

料の執行残で、平成２６年度中の処理を予定して

いた案件が関係者との調整がつかずに不用額とな

ったものであります。 

 また、８節報償費１万円の未執行は、用地交渉

案内人等の謝金として計上しておりましたが、要

請の必要がなかったことによるものであります。 

 次に、１５３ページをお開きください。 

 ８款１項１目土木総務費の支出済額２億

７,０２３万３７０円は、職員の人件費などの一般

管理経費及び道路関係の要望活動等に要した経費

であります。 

 歳出の内容でありますが、備考欄記載のとおり、

事項、土木総務費において建設部関係職員の給与

費並びに鹿児島県市町村社会基盤整備推進協議会

負担金ほか８件が主なものであります。 

 なお、負担金の額につきましては、それぞれの

各期成会、協議会において、均等割、人口割並び

に道路延長割等で決定されたものであります。 

 次に、不用額でありますが、３節職員手当等の
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１７８万４,６０３円の不用額は時間外勤務手当の

執行残が主なもので、建設部全体の時間外勤務手

当を建設政策課で予算措置し、各課に配分してお

りますことから、各課の実績による執行残の合計

がこの額になったものであります。 

 次に、１５９ページをお開きください。 

 ８款３項１目河川総務費の支出済額１億

４,０１３万７,８５８円のうち、建設政策課分は、

１６４万６,６２０円であります。 

 歳出の内容でありますが、河川改修関係の要望

活動や会議出席に要した経費で、備考欄記載のと

おり、事項、河川管理費において、川内川下流改

修促進期成会分担金及び川内市外部改修促進期成

会補助金等が主なものであります。 

 次に、１６１ページをお開きください。 

 ８款４項１目港湾総務費の支出済額４,７５４万

１２９円のうち、建設政策課分は、５３万

３,５７０円であります。 

 歳出の内容でありますが、港湾関係の要望活動

や会議出席に要した経費で、備考欄記載のとおり、

事項、港湾総務費において日本港湾協会会費ほか

２件が主なものであります。 

 次に、８款５項１目都市計画総務費の支出済額

１億９,５２３万５９０円のうち、建設政策課分は、

２６８万３,６７０円であります。 

 歳出の内容でありますが、南九州西回り自動車

道の建設促進に係る要望関係機関との協議調整に

要した経費並びに本年３月に開通した川内隈之城

道路全線開通イベント等に係る経費です。 

 次のページになります。 

 備考欄１１行目の事項、南九州西回り自動車道

建設促進事業において、同自動車道川内隈之城道

路全線開通イベント会場設営業務委託、同自動車

道建設促進期成会負担金ほか２件並びに同自動車

道川内隈之城道路建設促進協力会補助金等が主な

ものであります。 

 続きまして、歳入について御説明いたしますの

で、前に戻っていただき、２７ページをお開きく

ださい。 

 １４款２項１目、１節総務手数料の収入済額

５,３８７万６,７９０円のうち、建設政策課分は、

備考欄一番下の地籍成果品交付手数料８５万

４,３６０円であります。 

 次に、３９ページをお開きください。 

 １６款２項１目総務費補助金の１節総務監理費

補助金の収入済額７７２万７,０００円のうち、建

設政策課分は、備考欄、一番下の地籍調査費補助

金１６２万円であります。これにつきましては、

平成２６年度、旧入来町の地籍調査事業の実施に

伴い交付されたもので、補助率は国が２分の１、

県が４分の１となっております。 

 次に、６１ページをお開きください。 

 ２１款５項４目雑入の収入済額６億４,６３８万

５４３円のうち、建設政策課分は、次のページの

備考欄、中ほどにあります自動車損害賠償受け入

れ金８,９４２円で、先ほど歳出で説明しましたと

おり、公用車による事故の相手方の過失割合分を

受け入れたものであります。 

 それでは、前のページに戻っていただきまして、

雑入の不納欠損額２,５１７万２,０００円は、全

額建設政策課分であります。 

 詳細について御説明いたしますので、別冊とな

っております決算資料１の２２８ページをお開き

ください。 

 一般会計の表、下から４行目で先ほど部長から

もありましたとおり、旧東郷町道工事請負費返納

金２,５１７万２,０００円を不納欠損額として計

上しております。 

 先ほど部長からも説明がありましたが、不納欠

損とした理由でありますが、これにつきましては

旧東郷町時代の平成１３年度に町道改良工事の請

負代金が相手方の欺罔により二重払いとなったも

ので、相手方に対し、不当利息返還請求権をもと

に、年２回の催告書送付と必要に応じた面談等を

行うとともに、訴訟を前提に強制執行できる資産

等の調査も行ってきましたが、相手に返納できる

能力はなく、強制執行できる資産等も全くない状

況の中、請求の根拠としておりました不当利息返

還請求権が昨年の９月に事項の１０年を迎え、今

年３月に相手方から時効の援用の申し出が出され

たことから、今回、不納欠損処理を行うものであ

ります。 

 この件につきましては、昨年の時効前に、強制

執行あるいは時効の延伸を行うための訴訟の提起

について市の顧問弁護士と十分協議をいたしまし

たが、相手方の資産状況から、仮に訴訟に勝訴し

たとしても強制執行の対象物件はなく、一部の回

収見込みもない上、訴訟費用や職員の人件費等新

たな支出を伴うこととなることから、訴訟につき

ましては断念したところであります。 
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 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（大田黒 博）不納欠損の今の件ですが、

相手側から何が出たと、その説明をもう一回ちょ

っと。どういうことなんですか。経過をもう少し

詳しく、不納欠損と部長が言われた理由、一昨年

まで回収ができるとの判断がどういう時点で見切

りをつけたのか、その辺をもう少し詳しく。 

○建設政策課長（須田徳二）不納欠損に至るま

での経緯ということです。 

 昨年まで、時効が来るまでは、どうにか相手方

の資産、固定資産等差し押さえができる物件等が

あれば訴訟して差し押さえに入るということで考

えておりました。 

 こちら側が調査する中で、そういった物件等が

見当たらず、最終的に１０年と。不当利息返還請

求権が１０年ということで、これを過ぎたら相手

方の援用が申し出が出されるともう請求できなく

なるということ等もありまして、１０年を迎える

までは、相手方の資産をにらみながら、いつでも

差し押さえできるような体制をとっていたという

ことで、ただ、相手方の資産がないという状況。 

 １０年を経過する前に、再度、顧問弁護士と協

議しても、訴訟をすることによって時効はまた

１０年延伸されます。そういうことの判断も含め

ながら、弁護士と協議をしたんですけれども、そ

れには、また訴訟費用、人件費等がかかるという

ことなどもあって、回収の見込みがあるんであれ

ば、訴訟をして時効を延伸するということもあっ

たんですけど。それについては、もう時効の延伸

の訴訟は、ちょっと断念したということで、時効

が来たからといって請求権がなくなるわけではな

くて、相手方からの時効の援用がなされるまでは

今後も引き続き請求していこうということで考え

ておりましたが、ことしの３月に相手方から、書

面をもって、時効を迎えたということで、「今後

一切の請求をしないでください」というような書

面を持ったものが出されたということで、それを

受理して、今回、不納欠損処理を行ったというこ

とであります。ちょっと説明が難しいんですけど。 

○委員（大田黒 博）援用が停止されるという

ことは、相手方、確認はできるわけですよね。で

きるんですけど。二重払いというのはわかるわけ

です。市民が考えたときに、なぜ二重払いしてい

るのにそんなことが、そういう経過が、回収でき

ないことがあるのか。全然、話にならないんです

か。東郷時代からの経緯でしょうけども。 

 その弁護士さん、お手上げという状況を市民に

どう説明したらいいのかということで、手ぬるい

といえば手ぬるいわけで、その辺の説明がちゃん

となされるんですか。 

○建設政策課長（須田徳二）委員おっしゃると

おりでございます。 

 回収できる資産があるとすれば、相手方の言い

分ですけれども、「返したい」という言い分は言

われました。 

 けれども、何せ差し押さえるものもなければ、

現金もなければ、何もないわけですので、それを

もって、市としても、最終的には、時効を迎える

までは何とか頑張って、いろんな状況変化に応じ

ていこうとは思ってはいたんですけれども、時効

を迎えるに当たって、新たな、また税金を使って

訴訟費用が、１００万、２００万発生してまいり

ますので、それについても回収できないという状

況になると、ますます市民に対して説明責任がで

きなくなるというような状況も考えまして、訴訟

については断念したというところでございます。 

○建設部長（泊 正人）合併していますから、

何とも弁解もできないんですけども、業者さんが

負債があって、２件なんですけど、簡単に言うと

２,５００万ぐらいのお金を金融機関に行政が振り

込めば済んだんですけれども、要は、その業者さ

んが「うちにやってくれ。うちが必ず銀行に入れ

るから」というようなことで業者さん側にやった

ら、業者さんのほうがそれを使ったんでしょうね。

ほかにして。 

 今度、銀行から、「来てません」と言って、請

求が来て、そちらに払った。 

 だから、二重払いになったということですから、

もう現金はどこにもないというような状況で引き

継いで、これを１０年間してきて、法的に、今、

課長が言った時効というもの、そして、援用のそ

ういう制度を知ってらっしゃって、それを、そう

いうカードを切ってこられて、もうこちらのほう

も、こうせざるを得ないということで非常に残念

な結果です。 

 市民の方にも、そう言うしかないと。 
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○委員（川畑善照）しかし、それは刑事責任に

なったんじゃないの、そのとき。二重払いして取

り上げたわけですから。 

 そこのところは、刑事責任に、ならんかったの

かなと思って。それだったら、時効も何もないと

思いますけど。 

○建設政策課長（須田徳二）刑事訴訟の関係な

んですけど、当時、平成１３年のころのことで、

旧東郷町のほうで、刑事のほうの訴えには行かな

かったということで、その理由については、相手

方に明らかに二重取りをするという、詐欺行為、

そういったことを、極端にいうと、認めさせてと

いうか、要するにそういったことでの判断をすれ

ばできたんでしょうけれども、そこには、ああい

うふうに出すかどうかの議論はされているんです

けども、過去の経緯から行くと、そこは「断念し

た」ということで、記録としては残っているとい

うことで。 

 これについては、これが刑事訴訟になったら、

損害賠償ということで出してもよかったんですけ

ども、これについては時効が３年ということで、

ますます短くなるということで、損害賠償でも不

当利息返還請求権でもよかったんですけれども、

不当利息のほうは１０年間時効があるということ

で、そっちを選択して、もう本人に請求してきた

という過程でございます。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

 これは、合併前のことであって、名前を出して

申しわけないけれども、やはり、東郷町自体が恐

らくわかっていたと思うんです。 

 だから、もう結局は１０年たったからというこ

とじゃなくしても、最初から、１０年前から全く

回収できないと、取れないというのはわかってい

て、それで今まで１０年間来たと。 

 だから、結局は、ないものからは取れないとい

うことですから、もうきっぱりと諦めるしかない

ということですから。 

 ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 委員外議員。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認め、ここ

で議案第１８４号、一般会計歳入歳出決算の審査

を一時中止します。 

 以上で建設政策課を終わります。御苦労さまで

した。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設整備課の審査

に入ります。 

 まず、決算の概要について部長の説明を求めま

す。 

○建設部長（泊 正人）続きまして、建設整備

課について審査方よろしくお願いを申し上げます。 

 決算附属書は、１２８ページから１３０ページ

にあります。 

 まず、１２８ページの、１の道路交通ネット

ワークの整備でありますけども、市道の整備推進

ということで、都市計画道路駅前白和線街路事業、

また網津町の唐浜海水浴場に行きます網津踏切の

改良、甑島の中甑江石線、手打４号線、鳥ノ巣線

など、それぞれ国の補助事業で実施をしておりま

す。 

 また、市の単独事業におきましても、１８路線

を整備してまいりました。 

 原電立地地区の振興事業では、久見崎循環線ほ

か１線を整備し、検討の整備促進では、６路線に

それぞれ負担金を支出いたしております。

１２９ページの下段のほうの港湾施設の充実及び

利用促進では、川内港・里港・長浜港の整備にそ

れぞれ負担金を支出しております。 

 １３０ページの公園緑地の整備につきましては、

公園の管理につきまして、長寿命化修繕計画に基

づき、整備を行うとともに、指定管理者による市

内全ての公園を事故なく管理をしてまいりました。 

 平成２６年度より、観光施設、寺山とか藺牟田

池などの公園も管理をするようになり、市内の公

園全体を統一した考え方で管理をしているところ

でございます。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明がご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第１８４号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１８４号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市一般会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 
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○建設整備課長（吉川正紀）建設整備課です。

よろしくお願いします。 

 それでは、議案第１８４号決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決

算）の建設整備課分について説明いたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、決算書の

１３９ページをお開きください。 

 ６款３項１目農業土木総務費の支出済額１億

２０７万２,９９２円のうち、建設整備課分は、

１４１ページをお開きください。 

 備考欄の上の段から６段目の農村公園管理費

９５６万１,１１３円で、主に矢立農村公園指定管

理料ほか１１件の委託料などに要した経費です。 

 次に、１５１ページをお開きください。７款

１項３目款項費の支出済額５億７,５０２万

２ , ２ ０ １ 円 の う ち 、 建 設 整 備 課 分 は 、

５,０６５万１,３２２円です。 

 １５３ページをお開きください。 

 右側の備考欄の中段から下のほうに、建設整備

課分というところがあります。そこに主なものを

記載していますので言います。 

 寺山いこいの広場指定管理料ほか５件の委託料

などに要した経費が主な経費です。 

 ここで不用額について説明いたしますので、前

のページの１５１ページをお開きください。 

 １３節委託料で、建設整備課分は予算現額

５,０３８万９,０００円に対して、支出済額

４,９７３万７,５５７円で、不用額が６５万

１,４４３円となりました。 

 これは、指定管理料の精算を年度末に行うこと

から、指定管理料が減額になる指定管理者からの

委託料の戻入額に相当する分であります。 

 次に、１５７ページをお開きください。 

 ８款２項３目道路新設改良費の支出済額４億

５,０２４万３,５１０円のうち、建設整備課分は、

交通安全施設単独事業費を除いて、４億

３,０２４万４,２２９円です。 

 右側の備考欄をごらんください。 

 主なものは、一般道路整備事業費は、職員の

８人分の給与費、市道大迫湯原線道路改良工事ほ

か４０件の工事請負費及び関連する測量設計業務

委託費、用地購入費、建物等移転補償費などに要

した経費です。 

 また、県道整備事業市町村負担金として川内串

木野線ほか５路線の県道整備に対して負担金を支

出いたしました。 

 川内地域踏切改良拡幅事業費は、網津踏切の拡

幅整備に向けた市道網津唐浜港線の測量設計業務

委託に要した経費です。 

 中甑江石線整備事業費は、市道中甑江石線道路

改良舗装工事ほか４件の工事請負費に要した経費

です。 

 手打４号線整備事業費は、次のページの

１５９ページをお開きください。 

 備考欄のほうの市道手打４号線改良舗装工事ほ

か関連する用地購入費や建物等移転補償費に要し

た経費です。 

 それと、鳥ノ巣線整備事業費は、市道鳥ノ巣線

道路改良工事ほか関連する用地購入費に要した経

費です。 

 済みませんが、前のページの１５７ページをお

開きください。 

 １ ５節工事請負費の不用額が１５８万

９,１６８円となっておりますが、このうち、建設

整備課分は１５８万８,４４９円で、一般道路や電

源交付金事業など、それぞれの事業で発生した入

札執行残の積み上げ分であります。 

 次に、１６１ページをお開きください。 

 ８ 款４項１目港湾総務費の支出済額は

４,７５４万１２９円のうち、建設整備課分は、備

考 欄 の 港 湾 県 営 事 業 負 担 金 ４ , ２ ８ ５ 万

９,０００円で、これは県が施工する川内港・長浜

港・里港に係る港湾整備に伴う負担金として支出

したものです。 

 ここで、１９節負担金補助金及び交付金の不用

額１,５２０万円について説明いたします。 

 県からの要請により負担金５ ,８０５万

９,０００円を確保していましたが、年度末に国か

ら県に港湾整備のための補助金内示額が減額され

たことにより、県から負担金の１,５２０万円の減

額要請がありました。それに伴い、負担金

４,２８５万９,０００円が確定したことで、不用

額が生じたものです。 

 次に、１６３ページをお開きください。 

 ８款５項２目街路費の支出済額４億２,０７１万

８ , ６ １ １ 円 の う ち 、 建 設 整 備 課 分 は 、

９,０９７万４,０３６円です。 

 備考欄の横棒は、田崎線道路整備事業費は、Ｊ

Ｒ立体交差部の道路照明設置工事ほか３件の請負

工事費が主な経費です。 
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 駅前白和線整備事業費は、市道駅前白和線に関

連する建物等調査業務委託、土地購入費、建物等

移転補償費に要した経費です。 

 次に、１６７ページをお開きください。 

 ８款５項５目公園緑地費の支出済額、３億

６７４万２,９８４円です。 

 右側の備考欄の主なものを御説明いたします。 

 公園管理費事業費は、公園の指定管理業務委託

ほか６０件分の委託料や西開聞緑地公園整備工事

ほか２５件の工事請負費などに要した経費です。 

 三堂公園整備事業費は、職員３人分の給与費及

び公園整備工事ほか４件の工事請負費に要した経

費です。久見崎公園整備事業費は、公園の施設整

備ほか１件の工事請負費などに要した経費です。 

 ここで、１３節委託料の不用額について御説明

いたします。 

 不用額が８７万６,０３１円となっておりますが、

これは指定管理料の精算を年度末に行うことから、

指定管理料が減額される指定管理者からの委託料

の戻入額相当分であります。 

 次に、２０３ページをお開きください。 

 １１款４項１目現年公用公共施設災害復旧費の

支出済額２６５万７,００４円のうち、建設整備課

分は１３６万５,２６０円です。右側の備考欄の建

設整備課分で、里町の西の浜緑地公園土砂除去業

務委託などに要した経費です。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 前に戻っていただきまして、決算書の１９ペー

ジをお開きください。 

 １４款１項４目農林水産使用料、１節農業使用

料収入済額１５９万９,６００円のうち、建設整備

課分は収入済額９,５４０円です。 

 備考欄の下段あたりの建設整備課分で、東郷藤

川ふれあい交流公園ほか農村公園内にある電柱等

の使用料です。 

 次に、同じページのままでお願いします。 

 １４款１項５目商工使用料、１節商工使用料で

す。収入済額２,５８４万１３４円のうち、建設整

備課分は収入済額２２３万５,６３４円です。 

 ２１ページをお開きください。 

 右側の備考欄の中段あたりに建設整備課という

ところがあります。 

 主なものは、寺山レストハウス及びポニー乗馬

などや藺牟田池自然公園のキャンプ場及び自転車

などの使用料などが主な使用料になっております。 

 次に、２３ページをお開きください。 

 １４款１項６目土木使用料、３節都市計画使用

料、収入済額４,３６５万７,５５０円のうち、建

設整備課分は収入済額１,３４１万２,２５０円で

す。 

 備考欄の建設整備課分の主なものは、隈之城川

公園駐車場使用料の月極と時間貸しの駐車料金な

どが主な使用料です。 

 次に、１９ページをお開きください。 

 １４款２項６目、１節土木手数料、収入済額

１,０８０万９,９２５円のうち、建設整備課分は

収入済額２７０円です。 

 備考欄に記載の建設整備課分は諸証明手数料で、

ボランティア実績の証明に係る手数料です。 

 次に、３５ページをお開きください。 

 １５款２項６目土木費補助金、１節道路橋梁費

補助金、収入済額４,６３７万７,０００円のうち、

建設整備課分は３,５９２万７,０００円です。 

 収入未済額が、１,９２３万３,０００円は、川

内の網津踏切と下甑の手打４号線及び鹿島の鳥ノ

巣線に係る事業費の一部を翌年度に繰り越したた

め、生じたものです。 

 備考欄の建設整備課分で社会資本整備総合交付

金は、網津踏切ほか３路線の整備に伴う補助金で、

補助率は本土地域が５５％で、甑地域が６０％で

す。 

 次に、下段の２節都市計画事業費補助金、収入

済額１億３,１２７万７,０００円のうち、建設整

備課分は収入済額４,９５０万円です。建設整備課

分の収入未済額は２,４４５万円で、駅前白和線に

係る事業費の一部を翌年度に繰り越したため、生

じたものです。 

 また、備考欄の建設整備課分で社会資本整備総

合交付金の補助金は、補助率は５５％です。 

 次に、下段の３節公園緑地事業費補助金、収入

済額４,４０５万円です。 

 収入未済額が、１,３３９万円は、三堂公園及び

都市公園安全安心対策緊急総合支援事業費の一部

を翌年度に繰り越したため、生じたものです。 

 また、これに伴う社会資本整備総合交付金の補

助率は５０％です。 

 次に、５１ページをお開きください。 

 １６款３項６目土木費委託金、３節都市計画費

委託金建設整備課分は、収入未済額で２,３６２万

８,０００円です。 
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 これは、三堂公園護岸整備工事を翌年度に繰り

越したため、生じたものです。 

 これは、公園区域内の三堂公園の整備について

県と協定を結び、県から負担金をいただき、市が

公園の河川護岸を一緒に整備するものです。 

 今のページです。 

 １７款１項１目財産貸付収入、１節土地建物貸

付収入、収入済額１億４,９６４万８,０２８円の

うち、建設整備課分は、５３ページをお開きくだ

さい。 

 備考欄の中段あたりに記載のあります建設整備

課分のところで、貸地料５万３,６２０円です。こ

れは、藺牟田池自然公園内の土地を店舗に貸し付

けをしている分です。 

 次に、５５ページをお開きください。 

 １７款２項２目物品売却収入、１節物品売却収

入、収入済額６,０５８万４,２３２円のうち、建

設整備課分は、収入済額２０５万２８円です。備

考欄の下段のほうに建設整備課分がありますので、

そこのところの主なものは祁答院の矢立農村公園

のニジマスなどの売却収益です。 

 次に、６１ページをお開きください。 

 ２１款４項２目土木費受託事業収入、１節道路

事業受託事業収入、収入済額３ ,４４３万

５,２５０円です。これは、県が施工した産業廃棄

物管理型最終処分場の建設に伴い、市が実施した

周辺地域振興事業に係る県からの受託事業収入で

す。 

 次に、同じページの２１款５項４目、１節雑入、

収入済額６４万６,０００……間違いました。すい

ません。６億４,６３８万５４３円のうち、建設整

備課分は、収入済額４７６万９,２５９円です。 

 ６９ページをお開きください。 

 右側の備考欄の下段に記載の建設整備課分の箇

所です。 

 主なものは電気水道料実費収入金で、少年自然

の家のほか実収入です。 

 また、次のページをお開きください。 

 備考欄のほうなんですが、川内駅西口駅前広場

管理受託収入は、川内駅西口広場をＪＲ九州と協

定締結を行い、管理しておりますが、駐車場収入

から管理経費を差し引いた残金をＪＲと折半して

いるものです。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 最後に、財産に関する調書について説明いたし

ますので、３７８ページをお開きください。 

 表の区分で、行政財産の公共用財産のところの

公園緑地帯の欄をごらんください。 

 まず、土地について、９,３６９.０９平米の増

と８３５.０８平米の減となっておりますが、増減

では８,５３４.０１平米の増となります。 

 決算年度末現在高が１８２万４,３５５.５７平

米となります。これらは、祁答院の大村公園など

の所管替えによる増の分であり、また減った分は

下目緑地を普通財産に移し、国土交通省へ川内川

の引堤事業用地などとして売却したことによりま

す。 

 また、建物について１２８.１６平米の増となっ

ておりますが、これは祁答院の大村公園のあずま

やなどが所管替えなどによりふえたものです。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜り

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（新原春二）１件だけ教えてください。 

 私も、甑島に行った折に、鳥ノ巣公園のほうに、

展望台のほうに行く機会がありまして、ちょうど

行きましたら、大きな道路から取付道路のほうに

拡張を、入口のほうを拡張されていました。地元

の方は大変喜んでいらっしゃいまして、「ずっと

広がるのかと思っていた」と。鳥ノ巣の展望台ま

で。 

 なかなかそうなっていないので、これはどうし

たことかという話をちょっと聞いたものですから。 

 繰越明許で平成２７年度に繰り越されています

けども、あそこは非常に観光地でありまして、一

部カノコユリが咲く時期の一定の観光施設であっ

たんですが。そこの観光の一番最盛期に当たって、

工事ができずに繰り越しになったのか、その繰り

越しになった原因というのはどういうものですか。

わかったら、一つ。 

○建設整備課長（吉川正紀）繰り越しになった

原因というのは、用地の関係が一部ありました。

そういう関係で、ちょっと去年、平成２６年度に

施工したかったところはできなくて、ことし、も

う発注はやりましたので、工事のほうは順調にや

っているところです。 

○委員長（宮里兼実）ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員。 

○議員（小田原勇次郎）すいません。 

 １点だけ、私がちょっと認識不足があったもの

ですから、１点教えてください。 

 平成２６年度から平成２５年度まで、いわゆる

観光施設費の中に建設整備課の分が今度入ってき

て、１１施設を平成２６年度から観光課所管の分

が建設整備課さんのほうに移ってきました。寺山

とか、いろんな藺牟田池の施設とか、そこあたり

が入ってきた経緯を、私はちょっと聞きそびれて

おったものですから、観光施設の部分が建設整備

課に移った経緯と、ことし１年間この決算で管理

されてこられてきて、いわゆるはた目から見たら

観光施設なもんですから、運営上の部分で特に支

障はなかったのかというのをちょっとお聞かせ願

えませんか。 

○建設整備課長（吉川正紀）今、言われた観光

施設の分については、平成２７年の４月から移っ

てまいりました。平成２６年度中は、観光・シテ

ィセールス課のほうでやっておりました。 

○建設部長（泊 正人）今、説明があったとお

り、平成２７年度から入ってきたんですけれども、

平成２６年度の決算の所管が建設整備課になって

いるもんだから、建設整備課で説明をしないとい

けないということで、そういう表記になっている

と思います。 

○議員（小田原勇次郎）それでは、先ほど申し

上げた、いわゆる所管替えに－観光施設が建設

整備課のほうに所管替えに、なるという部分の意

味、なぜ変わるのかという部分と。運営上、特に

支障はないのかという部分をお聞かせください。 

○建設部長（泊 正人）実は、もともとは都市

計画の普通公園は建設整備課、農村公園は耕地課、

あと観光の面は観光のほうで持っていたんですけ

ども、先に農村公園が建設整備課のほうに移って

きまして、その中で、庁内的に公園は１カ所にま

とめたほうが統一した考え方で管理ができるとい

うことで、建設整備課のほうに全部回ってきたと

いうことで。 

 ただ、そういった意味では指定管理者への指導

とか、そういうものは見解が統一されております

ので、逆に、市民の皆さんには、どこに連絡すれ

ばいいのかとか、そういう意味ではよくなったと

思います。 

 ただ、職員のほうは、非常に大変なところは大

変でございます。 

 以上です。 

○議員（小田原勇次郎）２回目ということで。

すいません。２回目ですいません。 

 先ほどのものは１回目の質問でしたから、２回

目ということで、同じキャンプ場という名がつく

部分でも、建設整備課さんのほうに入っていたり、

観光施設のほうにも、まだキャンプ場という名称

の施設が残っているものですから、非常にわかり

にくいなというのが部分でした。混乱を招かなけ

ればいいがなという思いをしたところでした。 

 特に意見ではありません。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、議案第１８４号、一般会計歳入歳出決

算の審査を一時中止します。 

 以上で、建設整備課を終わります。 

 御苦労さまでした。 

────────────── 

○委員長（宮里兼実）ここで休憩をします。 

 おおむね、半でいけんけ。再開は１５時３０分。 

          ～～～～～～～～～ 

          午後３時１２分休憩 

          ～～～～～～～～～ 

          午後３時２９分開議 

          ～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）それでは、会議を再開い

たします。 

 きょうは建設維持課までということでしたけれ

ども、あしたを考えて、きょうは区画整理課まで

とし、建設維持課も素早くいきたいと。建設維持

課も台風災害で大分お疲れのようですので、きょ

うは速やかにいきたいと思います。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設維持課の審査

に入ります。まず、決算の概要について、部長の

説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それではよろしくお願

いいたします。 

 附属書は１３１ページから１３２ページになり

ます。建設維持課では、市道や河川の維持管理を

中心に急傾斜地崩壊対策事業など防災工事も実施

をしてまいりました。 
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 １３１ページの市道の維持管理では、毎年多く

寄せられる市民からの要望等に迅速に対応してお

ります。また、交通安全対策の推進では、カーブ

ミラーやガードレール等の安全施設の設置を積極

的に行うとともに、通学路の安全対策にも努めて

まいりました。 

 同じく１３１ページの橋梁整備補修事業におき

ましては、近年大きな課題となっております長寿

命化修繕計画の策定に取り組み、平成２６年度よ

り補修の設計に入り、平成２７年度から工事を進

めております。 

 １３２ページの、４の災害に強い基盤整備につ

きましては、急傾斜地崩壊対策事業を初め、排水

機場や水門の管理、また災害予防に努めてまいり

ました。平成２６年度は幸いに雨や台風による被

害もなく、公共災害はありませんでしたけれども、

平成２５年度からの繰り越しで３件を実施してお

ります。この後、課長から説明がありますので、

よろしくお願いいたします。 

────────────── 

△議案第１８４号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１８４号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市一般会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

１８４号決算の認定について（平成２６年度一般

会計予算歳入歳出決算）に係る建設維持課分につ

いて、御説明申し上げます。 

 まず、歳出について説明をいたします。一般会

計歳入歳出決算書の１５５ページをお開きくださ

い。８款２項１目道路橋梁総務費で、支出済額

１億５４４万８,１８０円であります。備考欄をご

らんください。支出の主な内容は、職員給与費で

ありますが、その他にも道路賠償保険料、道路台

帳整理業務委託費等に支出したものであります。 

 次に、同じページであります８款２項２目道路

維持費で、支出済額７億３,８５６万３,２１４円

であります。１５５ページから次のページにかけ

て備考欄をごらんください。支出の主な内容は、

道路維持補修班の人件費、道路愛護作業謝金及び

市民から寄せられる苦情、要望に係る道路や河川

の維持修繕の工事の一般分、即決分や、伐採業務

委託等であります。 

 次に、１５７ページになります。８款２項３目

道路新設改良費で、支出済額４億５,０２４万

３,５１０円のうち、建設維持課分につきましては、

１,９９９万９,２８１円です。１５７ページの備

考欄、下段のほうになります。丸の交通安全施設

単独事業費で、ガードレール、カーブミラー、区

画線設置を行い、交通安全の確保に努めておりま

す。 

 次は、１５９ページをお開きください。中段に

なります。８款２項４目橋梁維持費で、支出済額

１,９７６万９,０００円であります。内容としま

しては、備考欄をごらんください。橋梁長寿命化

修繕計画に伴う補修設計業務委託７件に支出した

ものでございます。 

 次は、同じページになります。その下、８款

３項１目河川総務費で、支出済額１億４,０１３万

７ ,８５８円のうち、建設維持課分は１億

３,８４９万１,２３８円であります。支出の内容

につきましては、１５９ページから１６１ページ

の備考欄をごらんください。まず河川管理費では、

水門管理人等報酬、河川愛護謝金、準用河川伐採

業務等の支出を行っております。河川施設管理費

では普通河川の寄り州除去や半崎川の護岸整備費

及び多目的取水管理組合の負担金の支出になりま

す。排水機場管理費では、排水機場管理人報酬等

の支出になります。次、開いていただきまして

１６１ページの備考欄、急傾斜地崩壊対策事業費

では、平佐町、喜入町２地区ほか６件の工事請負

費に支出しております。 

 続きまして、１６１ページ上段、８款３項２目

河川改良費で、支出済額６,０７０万３,５００円

であります。備考欄をごらんください。支出の内

容としましては、河川改修事業費で県単砂防事業

に係る市の負担金と特定離島排水路整備事業費で、

里地区の排水対策整備に係る支出を行っておりま

す。 

 次は、同じページでありますが、８款４項１目

港湾総務費、支出済額４,７５４万１２９円のうち、

建設維持課分は４１４万７,５５９円であります。

支出の内容は備考欄をごらんください。港湾総務

費で桑之浦港港湾長寿命化計画策定業務と港湾排

水機場管理費で、里町の荒切川排水機場の管理等

に要した費用であります。 

 次に、１７３ページをお開きください。９款
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１項５目水防費につきましては、支出済額２５万

４,８１３円であります。これは各水防倉庫に土嚢、

ブルーシート等の水防止剤を出水対策として購入

したものでございます。 

 次に、同じページで９款１項６目災害対策費に

つきましては、支出済額５億５ ,２６６万

５,１３３円のうち、建設維持課分は５,９４５万

１,８９４円であります。備考欄の下段から次に

１７５ページの備考欄上段をごらんください。内

容としましては、内水対策中長期ビジョンに伴う

中郷地区の排水路整備に係る工事請負費並びに特

別災害補助金等に支出してございます。 

 次に、２０１ページをお開きください。下段に

なります。１１款２項１目現年公共土木災害復旧

費で、支出済額４,０１８万８,２３９円でありま

す。備考欄の下段から次のページの上段にかけて

記載してございますのでごらんください。内容と

しましては、職員給与費と平成２６年度に繰り越

ししました平成２５年度の災害復旧工事３件の工

事請負費でございます。ここで、不用額が工事請

負費で１５０万円ほどございますが、この不用額

につきましては、繰り越しを行いました災害復旧

工事の３件の入札執行残の合計でございます。 

 次に、同じ２０３ページの上段であります

１１款２項２目現年単独土木災害復旧費で、支出

済額１,２０３万９,５８４円であります。単独災

害については、公共土木災害の対象にならなかっ

た規模の小さな災害で２０件について執行してお

ります。 

 以上で、歳出の説明を終わり、歳入について御

説明申し上げます。 

 決算書の１３ページをお開きください。下段に

なります。１２款１項１目交通安全対策特別交付

金で、収入済額１,３４２万円については、道路交

通法に基づく交通反則金について県から交付され

たものでございます。 

 次に、２３ページをお開きください。上段にな

ります。１４款１項６目土木使用料の１節道路橋

梁使用料で、収入済額３,４８１万２,０６０円に

ついては備考欄をごらんください。市道に占用し

ている九電柱、ＮＴＴ電話柱、ガス管等の道路占

用料と法定外公共物であります里道、水路におい

て使用している同じく九電柱等の使用量をそれぞ

れ継続分と新規分で分けて収入しております。 

 次に、同じページの中段、同じく土木使用料の

５節港湾施設使用料で、収入済額３７万

１,０８０円については、市が管理しております上

甑の桑之浦港で水産会社に荷揚げ場として一部占

用させている分の使用料でございます。 

 同じく、その下の６節河川使用料で、収入済額

１万１,２２０円につきましては、河川敷内におけ

る九電、ＮＴＴ柱の占用使用料でございます。 

 次に、２７ページをお開きください。上段にな

ります。１４款１項８目消防使用料で、収入済額

１３万３,８５０円のうち、建設維持課分について

は、備考欄の行政財産使用料で、内容としては宮

内水防倉庫の一部敷地を中越パルプに貸し付けた

ものでございます。 

 次に、２９ページをお開きください。下段にな

ります。１４款２項６目土木手数料で、収入済額

１,０８０万９,９２５円のうち、建設維持課分に

ついては、備考欄の建築許可の申請等に必要な市

道の幅員証明等の手数料５１件でございます。 

 次は、３１ページをお開きください。同じく下

段になります。１５款１項４目災害復旧費負担金

で、１節公共土木災害復旧費負担金で、収入済額

４３７万２,０００円については、平成２５年度に

発生した４件のうち、年度内完成が見込めず翌年

度に繰り越ししました災害復旧の３件の国庫負担

金でございます。負担率については６６.７％でご

ざいます。 

 次は、３５ページ、上から二つ目になります。

１５款２項６目土木費補助金の１節道路橋梁費補

助金の収入済額４,６３７万７,０００円のうち、

建設維持課分は備考欄の社会資本整備総合交付金

の防災安全交付金である橋梁長寿命化修繕計画業

務委託の国庫補助金であります。補助率は５５％

でございます。 

 次に、３７ページ下段をお願いします。国庫委

託金になります。１５款３項３目土木費委託金、

１節河川費委託金で、収入済額１,５５６万

１,７３８円については、国土交通省所管の水門や

排水機場の管理委託金でございます。 

 次は、４５ページをお開きください。下段にな

ります。県支出金でありますが、１６款２項６目

土木費補助金、２節河川費補助金で収入済額

７,４６５万円のうち、建設維持課分は急傾斜地崩

壊対策事業補助金と特定離島ふるさとおこし推進

事業補助金で、里地区の排水対策整備に係る分で

ございます。収入未済額が１,７００万ございます。



－36－ 

 

これにつきましては、年度内完成が見込めずに平

成２７年度に繰り越しをしました急傾斜地崩壊対

策工事－３地区ございます、その補助金でござ

います。３地区とも繰り越し工事につきましては、

本年度の９月に完成をしております。 

 次は、５１ページをお開きください。上から二

つ目になります。県委託金になりますが、建設維

持課分は１６款３項６目土木費委託金、１節河川

費委託金で、収入済額３９２万７,８９２円につい

ては、県管理の水門の管理委託金と権限移譲事務

委託金でございます。 

 次は、同じくその下の同目５節港湾費委託金で、

収入済額１５１万２,０００円につきましては、県

の管理港湾であります里地区の里港へ流れ込む荒

切川排水機場に係る管理委託金でございます。 

 次、６１ページをお開きください。下段になり

ます。２１款５項４目雑入で、収入済額６億

４,６３８万５４３円のうち、建設維持課分は

７１ページをお開きください、７１ページの備考

欄の上のほうになります。道路賠償責任保険分で

道路管理瑕疵１件、昨年度、原田町の市道におい

て横断側溝の蓋が壊れまして車のタイヤ、バン

パーが破損してそれに伴う賠償案件分で、保険金

でございます。 

 以上で建設維持課の説明を終わります。よろし

くお願いいたします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）この橋梁の長寿命化計画に

ついて２点、平成２６年度のこの１,９７６万

９,０００円というのは長期計画の中で、平成

２６年度は計画どおりに遂行されたのかが一つ目。

二つ目が、毎年の計画というのはずっと継続され

るんでしょうけども、それにしても１年を通して

長寿命化計画の１,９００万という額が規模的にち

ょっと少ないんじゃないかと私は思うんです。こ

んなことじゃ市内の橋梁の長寿命化って、本当に

できるのかなっていうのがあって。この２点お願

いします。 

○建設維持課長（永田一朗）平成２５年度に、

この橋梁の長寿命化の修繕計画の策定を行ってお

ります。橋梁長寿命化につきましては、平成

２６年度に委託をさせていただいてございます。

その分が今回のお金でございます。それと一応、

平成２７年度につきましては、橋梁の全体のお金

としましては３億１,５００万予算をいただいたと

ころでございます。本年度、昨年度補修の設計を

させていただいた橋梁６件６カ所です、その分に

ついて補修の工事を進めているところで、本年度

予定をしているところでございます。その修繕計

画に基づいて計画的に今のところは最初でござい

ますが進んでいるという形で考えてございます。 

○委員（谷津由尚）ありがとうございます。最

後にします。結局、毎年毎年ずっと市内の全橋梁

に対して補修設計というのは、ことしはここ、来

年はここってずっとやっていかないかんと思うん

ですが、そういう意味からすると平成２６年度は

計画どおりだったということですね。 

○建設維持課長（永田一朗）はい。 

○委員（谷津由尚）わかりました。 

○委員長（宮里兼実）ほかにないですか。ない

ですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、議案第１８４号、一般会計歳入歳出決

算の審査を一時中止します。 

 以上で建設維持課を終わります。御苦労さまで

した。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、区画整理課の審査

に入ります。 

 まず、決算の概要について部長の説明を求めま

す。 

○建設部長（泊 正人）それでは、本日最後の

区画整理課について御審議方よろしくお願いを申

し上げます。決算附属書の１３４ページから

１３５ページになりますが、平成２６年度はより

区画整理課として新設をされました天辰地区の区

画整理事業及び川内駅周辺地区の所管をしている

ところでございます。 

 川内駅周辺地区土地区画整理事業につきまして

は、清算事務も終えまして年度特別会計も廃止と

なったところです。 

 天辰第一地区土地区画整理事業につきましては、

おおむね順調に進んでおりまして、終盤に入って

まいりました。計画を予定しております第二地区

の事業化に向けた手続にも入っております。 

 この後、詳細に課長のほうから説明がございま
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すので、よろしくお願いいたします。 

────────────── 

△議案第１９１号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市天辰第一地区土

地区画整理事業特別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第

１９１号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計歳

入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）区画整理課です。

よろしくお願いします。それでは、議案第

１９１号、平成２６年度薩摩川内市天辰第一地区

土地区画整理事業特別会計決算について御説明申

し上げます。 

 初めに歳出について御説明申し上げます。 

 決算書の２８２ページをお開きください。１款

１項２目土地区画整理事業費の支出済額は３億

６,２２３万７,７４８円です。平成２７年度への

繰越明許費１億６,２５２万９,０００円は家屋移

転等の交渉に期間を要したことから工事建物等移

転補償の年度内の完成が見込めないため、翌年度

へ繰り越したものであります。右側のページをご

らんください。内容につきましては、土地区画整

理審議会委員の報酬、建築士業務嘱託員の報酬、

職員４名分の給与費、委託料１７件、工事請負費

６６件、建物等移転補償費２８件が主なものでご

ざいます。 

 次に、２款１項１目公債費元金の支出済額は

３億２９２万９,１７４円でございます。これは、

これまでに借り入れた長期債の償還元金でありま

す。 

 次 に、２款１項２目利子の支出済額は

３,４６９万５,０６３円であります。これは、こ

れまでに借り入れた長期債の償還利子でございま

す。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 決算書の２７８ページをお開きください。１款

１項１目、１節保留地処分金は収入済額

１,５３６万１,３０６円であります。 

 ３款１項１目、１節土地区画整理事業費補助金

は収入済額７,０９２万３,０００円で、社会資本

総合整備交付金として収入しております。うち、

活力創出基盤整備の繰越明許費は１１５万

５ ,０００円、市街地整備の繰越明許費は

３,０４２万６,０００円であります。補助率は活

力創出基盤整備交付金が１０分の５.５、市街地整

備交付金が１０分の４であります。収入未済額

５,１８５万８,０００円は社会資本整備交付金の

交付決定額のうち、年度内完成が見込めないため

平成２７年度へ繰越明許したものでございます。 

 ４款１項１目、１節土地区画整理事業費補助金

は、収入済額２１２万３,０００円で、県補助金と

して鹿児島県から収入であります。うち、７万

４,０００円は繰越明許費分であります。補助率は

１０％です。収入未済額２１９万３,０００円は土

地区画整理事業県補助金の交付決定額のうち、年

度内完成が見込めないため、平成２７年度へ繰越

明許した事業にかかわるものでございます。 

 ５款１項１目、１節一般会計繰入金は、収入済

額５億６,８７２万３,０００円です。 

 ６款１項１目、１節前年度繰越金は、収入済額

１億１３８万７,６０９円で、純繰越金及び前年度

からの繰越事業費にかかわる財源充当繰越分でご

ざいます。 

 ７ 款２項２目、１節雑入は、収入済額

９,８７６円で、嘱託員の雇用保険料個人掛金を収

入しております。 

 ８款１項１目、１節土地区画整理事業債は、収

入済額２,７６０万円で、地方単独事業にかかわる

地方特別道路整備事業債分として４００万円、全

額繰越明許費分でございます。また、国庫補助金

事業にかかわる合併特例債分２,３６０万円、次の

ページ右側の上、繰越明許費は８０万円でござい

ます。 

 ９款１項１目、１節土木使用料は、収入済額

１万８,７４０円で、区域内の電柱、電話柱の設置

に伴う行政財産使用料として収入しております。 

 次に、実質収支について御説明申し上げます。 

 ２８４ページをお開きください。収入総額７億

８,６１４万７,０００円に対して支出総額６億

９,７８６万２,０００円で、歳入歳出差引額は

８,８２８万５,０００円です。繰越明許費繰越額

にかかわる翌年度へ繰り越すべき財源が

８,４０７万８,０００円で、これを差し引いた実

質収支額は４２０万６,０００円となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願
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います。 

○委員（谷津由尚）１点、繰越明許についてで

す。特に、個人の財産とか権利にかかわるところ

ですから、交渉に不測の事態を要するというのは

ようわかるんです。ただ、例えば平成２６年度の

予算を繰越明許で平成２７年度にスライドさせた、

その繰越明許で平成２７年度に持ち越されたとき

に、じゃあ平成２７年度のいつをもってこれが完

遂できるかという期日を指定されます。その期日

が平成２７年度の７月、８月とか、その辺だった

らまだいいんですけれど。やはりちょっと長くな

るものになりますと、平成２７年を通り越して平

成２８年の２月とか、そういう設定をされている

のがあるんです、状況はわかるんです。ただ、そ

うであれば平成２６年度の予算を平成２７年度に

繰り越したのに、平成２７年度いっぱい使ってこ

れをやらないかんという、その辺については考え

方としてどうなのかなという思いが過去からあっ

て、難しいのはわかるんですけど、何か答弁お願

いします。 

○区画整理課長（川畑 稔）今、お話しがある

とおりなんですが、建物を移転した後の道路整備

とそれに付随する電柱の移転とか、水道管の配管

とか、そういうのが現実付随してきているところ

がありまして、あと細かいところになりますと、

移転先の造成が思うように進まないというような

状況もありまして、補償が契約が進んで移転をす

る、それに期間がまた要すると、そのあと周りの

道路を築道しなくちゃいけない。それにまた水道

局との協議の中で、水道の配管等も要するという

ような形で、できるだけ繰り越しをしないような

形でもっていきたいんですが、あと国の内示が来

るまでにちょっと時間を要するということから、

発注の時期がずれ込むというのも実際非常に私た

ちも苦慮しているところでございます。基本的に

は早目に発注してするような形で、本年度平成

２７年度はできるだけ繰り越しをしないというよ

うな形で進めているところでございます。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）状況はよくわかるんですが、

そこにこだわりを持ってぜひ進めていただきたい

と思います。 

○委員（新原春二）区画整理の事業は、結構、

相手先がある関係で非常に慎重を期しながら進め

られていると思うんですけども、一件それとは関

係なくて、これは整理区内の総体の設計をされた

場合に、交通サイン、横断歩道であるとか、信号

機であるとか、あるいはまた白線であるとか交通

安全に対する表記、そうしたものの相対的な企

画・立案、そういうものが、全てあとあとになっ

て全部終わってからというような感じで進められ

ていると思うんですけど。実際、そこはほとんど

終わって十字路になって、そしてまた住宅も相当

立ち並んできて、見通しも悪いところやら相当出

ていると思うんですけど。そこら辺の今からまた

第二区域に入っていくわけですけれども、総体的

な区画整理の地域の中で、交通関係、交通安全対

策、そうしたものの一貫的な企画はできないもの

なのか。話を聞けば全部が終わってから、するん

だっちゅういう話を聞いているんですけども。地

元としては審議会なんかもあるわけで、地元の

方々の意見を十分聞きながら、そうしたものの処

理をしていったほうがいいと思うんですけども、

そこら辺はどのような考え方なんでしょうか。 

○区画整理課長（川畑 稔）都市計画道路につ

いては、当然、区画線、外側線も引くわけですけ

れども。区画道路については、地区内の生活道路

というような兼ね合いの中で考えておりまして、

今、工事途中で私たちが公安委員会を通さずして、

白線とか停止線とか引けないものですから、徐行

とかそういうような形で進めさせていただいてお

りまして。ことしも事故がありまして公安委員会

と協議をさせていただいて、特に危ないところに

ついては、交差点に十文字の印をつけるとかその

辺のところで促していると。それからまた地元に

つきましては、地区組の自治会長をとおしながら

安全対策には十分気をつけてほしいということと、

あとカーブミラー等も設置をさせていただいてい

るんですが、道路の中に立てますと非常に危ない

ということから、個人の敷地内に立てさせていた

だいている状況でもありますので、できるだけ安

全対策については、地区住民と協議をしながら進

めていくような形をとっていきたいというふうに

考えております。 

○委員（新原春二）第一地区にかかわらず、こ

れから大小路地区もやっていますし、第二地区の

ほうにも入ってきますので、できるだけそういう

ものに交流を入れながら－できるところは最初

あるときは家は建っていないわけで、どんな家が

建ってくればまた要素が変わってくると思うんで
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すけども、そこら辺も想定はかなり難しいと思う

んですけど。できれば土地区画整理事業道路なん

かについては、早急な、地域の方が一番よく知っ

ていらっしゃると思いますので、ぜひ審議会なん

かでもそういうふうなものが協議できるのかわか

らんけれども－ぜひそこら辺の協議をぜひ早め

られて、特に危ないところについては、ぜひそう

した対策を立てていただきたいというのを要望し

ておきます。 

○区画整理課長（川畑 稔）はい、わかりまし

た。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１９２号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区

土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１９２号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市川内

駅周辺地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出決

算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１９２号、

平成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画

整理事業特別会計歳入歳出決算について御説明申

し上げます。 

 初めに、歳出のほうから説明いたします。 

 決算書の２９１ページをお開きください。１款

１項１目土地区画整理事業費の支出済額は

１,８４７万３,５００円です。備考欄の主な支出

済額は委託料４件、工事請負費５件、建物損失補

償金２件が主なものでございます。 

 次に、２款１項１目公債費元金の支出済額は

２億７,８８１万８,９７７円です。これはこれま

でに借り入れた長期債の償還元金でございます。 

 同じく、２款１項２目利子の支出済額は

９４７万１,７４５円です。これは、同じく借り入

れた長期債の償還利子でございます。 

 続きまして、歳入について御説明申し上げます。 

 前に戻っていただき、２８９ページをお開きく

ださい。３款１項１目、１節一般会計繰入金は、

収入済額２億９,４０１万３,６５０円です。 

 次に、４款１項１目、１節前年度繰越金は、収

入済額１,２７２万２,９７２円で、純繰越金及び

前年度からの繰越事業費等にかかわる財源充当繰

越金でございます。 

 次に、９款１項１目、１節土木使用料は、収入

済額２万７,６００円で、区域内における電柱等の

行政財産使用料でございます。 

 続きまして、実質収支に関する調書について御

説明申し上げます。 

 ２９３ページをお開きください。歳入総額３億

６７６万４,０００円に対し、歳出総額３億

６７６万４,０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円

でございます。平成２７年３月３１日をもって川

内駅周辺地区土地区画整理事業特別会計は廃止と

なっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 採決いたします。本決算を認定すべきものと認

めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１９４号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区

土地区画整理事業清算事務特別会計歳入歳

出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１９４号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市川内
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駅周辺地区土地区画整理事業清算事務特別会計歳

入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第１９４号、

平成２６年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画

整理事業清算事務特別会計歳入歳出決算について

御説明申し上げます。 

 初めに歳出について御説明いたします。 

 ３０９ページをお開きください。１款１項１目

清算費の支出済額は１０万２,８８８円で、備考欄

に記載のとおり清算事務にかかわる経費でござい

ます。 

 次に、１款１項２目清算交付金の支出済額は

５９万１,５２３円で、１５件の清算交付金を支出

しております。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。

前に戻っていただいき３０７ページをお開きくだ

さい。 

 １款１項１目清算徴収金は収入済額１２万

２２９円で３２件の清算徴収金を収入しておりま

す。 

 次に、３款１項１目、１節一般会計繰入金につ

いては、歳入歳出予算調整により一般会計からの

繰入金は不要となっております。 

 次に、４款１項１目、１節延滞金は該当があり

ませんでした。 

 次に、５款１項１目、１節前年度繰越金は、収

入済額１９万２,７５５円で、純繰越金であります。 

 続きまして、実質収支にかかわる調書について

御説明申し上げます。 

 ３１１ページをお開きください。歳入総額

７１万３,０００円に対して、歳出総額６９万

４ , ０ ０ ０ 円 で 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は １ 万

９,０００円です。翌年度へ繰り越すべき財源はあ

りませんので、実質収支額は歳入歳出額と同額の

１万９,０００円となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありま

せんか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）ただいま討論の声があり

ますので、これより討論を行います。 

 まず、本決算の認定に反対の討論はありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）次に、本決算の認定に賛

成の討論はありませんか。 

○委員（新原春二）ありがとうございます。長

い間の川内東地区の区画整理事業、大変御苦労さ

までした。厳しい中で、しかも二十数年前からの

懸案であった川内駅東地区の区画整理事業を今回

見事に完遂されたことに熱く敬意を表しますとと

もに、まだこれからもさらに引き継いで区画整理

事業に推進していきますようによろしくお願いし

ます。 

 川内駅東口の土地区画整理事業の最後の審査に

なると思いますので、より大きな事業で、しかも

今回市長のほうから提案がありましたように大き

な事業もこれからありますし、薩摩川内市の大き

な目玉となっていくことでありますので、本当に

市民そろってこの区画整理事業が成功したことに

対して敬意を申し上げながら、賛成の討論にかえ

ます。 

○委員長（宮里兼実）反対討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）賛成討論ほかにございま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論は終結したと認めま

す。 

 採決します。採決は起立により行います。本決

算を認定すべきものと認めることに賛成する委員

の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○委員長（宮里兼実）起立多数であります。よ

って、本決算は認定すべきものと決定しました。 

────────────── 

△議案第１８４号 決算の認定につい 

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第１８４号決

算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般

会計歳入歳出決算）を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 
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○区画整理課長（川畑 稔）議案第１８４号、

平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算の

うち、区画整理課分について御説明申し上げます。 

 先ず、歳出について御説明申し上げます。 

 １６５ページをお開きください。８款５項３目

土地区画整理費のうち、区画整理課分の支出済額

は８億７,４０３万９,９９４円でございます。備

考欄の区画整理分の主な支出内容について御説明

申し上げます。土地区画整理総務費において環境

影響評価評価書作成業務委託ほか５件委託、まち

づくり区画整理協会会費ほか２件の負担金ほか、

天辰第一地区土地区画整理事業、川内駅周辺土地

区画整理事業、２特別会計の繰出金が主なもので

ございます。 

 続きまして、歳入について御説明申し上げます。 

 決算書の３１ページをお開きください。１４款

２項６目、１節土木手数料は区画整理課分の収入

済額は３,２４０円で主なものは３２ページ備考欄

の１番目区画整理にかかわる諸証明手数料でござ

います。 

 次に、５１ページをお開きください。１６款

３項６目、４節土地区画整理委託金は収入済額

２万円で、土地区画整理事業区域内の建物建築許

可にかかわる権限移譲事務委託金であります。 

 次に、７１ページをお開きください。２１款

５項４目、１節雑入の区画整理過分は７２ページ

備考欄の中央、上から１５番目、１万８,００３円

（後刻発言訂正あり）は駅周辺地区街区公園に設

置許可している自動販売機１台分の電気料実費分

であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があ

りましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

○委員（谷津由尚）今の電気料と実費収入金

１万８,００３円とおっしゃったような気がするん

ですけど、１万８０３……。 

○区画整理課長（川畑 稔）１万８０３円です。

済みません。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。質疑は尽き

たと認めます。 

 ここで、議案第１８４号、一般会計歳入歳出決

算の審査を一時中止します。 

 以上で、区画整理課を終わります。御苦労さま

でした。 

────────────── 

△延  会 

○委員長（宮里兼実）本日の委員会はこれで延

会したいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。

よって、本日の委員会はこれで延会いたします。 

 次の委員会は明日８日午前１０時から開催しま

す。本日は大変御苦労さまでした。 
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